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　化学産業は社会インフラを支えておりその重要性
は明らかである。現在，製品原料としてナフサ等の
化石資源を大量に消費しており，二酸化炭素排出に
よる地球温暖化への影響が懸念され，また，輸入に
頼る石油の価格上昇や枯渇リスクに常に直面してい
る状況です。持続可能な循環型社会の確立は人類が
避けられない課題であり，資源の有効利用と化学品
製造プロセスのグリーン化，脱炭素化は急務になっ
ています。これらの課題の解決に貢献すべく，ナノ
空間触媒研究コアでは，在来型，非在来型も含め多
様な炭素資源を環境に調和するグリーンな手法によ
り有用化学品に高選択率・高効率に変換可能な革新的
な「ナノ空間触媒」の創製ならびに触媒プロセスの開
発をします。そして，「化学品製造プロセスの脱炭素
化」を確実に実現するための革新的触媒プロセスの開
発を目的とし，「2050年カーボンニュートラルの目標
達成」に寄与していきます。

　ゼオライトを含むナノ空間材料は，石油精製・石油化学分野に
おける効率的な資源・エネルギー循環プロセスの創出から，自
動車排気ガス浄化を含む，大気，土壌，水質などの環境汚染
や福島原子力発電所の事故に関する放射性物質の除去，吸着特
性を生かした建材への利用など，多様な産業分野において重要
な材料であり世界的に研究が行われている。最近では，SDGs
実現のキーマテリアルとしても注目されています。ゼオライトの
合成，構造解析，触媒・吸着応用など，ゼオライトに関する研
究全般について共同研究・受託研究に対応しております。その他，
触媒反応評価はもちろん，高分解能固体NMR，in-situ分光分
析無機材料を含め，高度構造解析に関する共同研究・受託研究
も歓迎いたします。お気軽にお問い合わせください。

　ゼオライトのシリカ骨格にAl，Fe，Ti，Ga，Snなどの“ヘテ
ロ原子”を導入することにより，ゼオライトの細孔（ナノ空間）内
にヘテロ原子に由来する「触媒能」，ヘテロ原子の電荷に基づく
「イオン交換能」を発現させることができます。これらの機能は
ヘテロ原子の“種類”と“導入量”に大きく依存します。我々はこれ
らの因子に加え，新たにゼオライト細孔内の“ヘテロ原子の位置”
も大きな影響を及ぼすと考えています（図１）。現在，ゼオライ
ト骨格内のAl原子をはじめ様々なヘテロ原子の位置制御手法の
開発とヘテロ原子の位置と触媒性能の相関関係の解明に関する
研究を行っています。
　メタノールは石炭，天然ガス，バイオマス資源，最近では二
酸化炭素を原料に製造することが可能です。メタノールから，
基礎化学品であるエチレン（C2），プロピレン（C3）等の低級オ
レフィンを合成する触媒プロセス（methanol to olefins: MTO
反応）用のゼオライト触媒開発に取り組んでいます（図２）。現在
NEDO「グリーンイノベーション基金事業／ CO₂等を用いたプラ
スチック原料製造技術開発」に参画し，CO₂等を用いたプラス
チック原材料製造技術開発に取り組んでいます。これは，太陽
光と水から得られた水素（ソーラー水素）と二酸化炭素から生成
されたメタノールを，ゼオライト触媒を活用してプラスチック原
料等の基幹化学品を製造する，化石資源に頼らない革新的な化
学品製造プロセスの実現につながります。
　2024年度からは，SATREPS（地球規模課題対応国際科学技
術協力プログラム）の支援の下，ゼオライト触媒の技術を活かし
た，地球規模課題の解決と科学技術水準の向上につながる日本
と発展途上国との国際共同研究を開始しています。この研究で
は，タイの農業分野で生じる廃バイオマスの高付加価値化を目
指したバイオリファイナリーによる化成品製造に活用できる触媒
プロセスの開発を行っています。
　また，化石資源由来からバイオマス由来への原料転換により
エネルギー／化学品のカーボンニュートラルを実現することをビ
ジョンに，既に生産方法が確立され大規模に普及しているバイ
オエタノールからグリーンな化学品原料となるプロピレンやLPG
代替物を高効率・低コストで生産できる触媒技術(Ethylene to 
Propylene：以下ETPと呼ぶ)の実用化を目指すために2023年8
月1日にiPEACE223株式会社を設立しました（図3）。2023年9
月には東工大発ベンチャーの称号が授与されました。ここでも，
ゼオライト触媒を用い，エチレンからプロピレンを直接製造可
能な「エチレンtoプロピレン（ETP）」反応の開発に取り組み，ゼ
オライト触媒の更なる改良に取り組んでいます（図2）。
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図 1　 MFI ゼオライト内のAl 原子位置分布

図 2　ゼオライトを活用したさまざまな炭素資源からのオレフィン製造経路

図 3　iPEACE223 株式会社HPより引用（https://ipeace223.com/） Email：yokoi.t.ab@m.titech.ac.jp
HP：http://www.nc.iir.titech.ac.jp

「新大学に掛ける期待」

ご挨拶
　東京科学大学総合研究院未来産業技術研究所（以下，未来研）より皆様
にご挨拶を申し上げます。昨年10月1日から当研究所所長を拝命してお
ります細田秀樹と申します。新大学となりましたが，これまでの東京工
業大学時代と同様に，東京科学大学となっても引き続き当研究所をどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

新大学の組織
　さて，本学の大学統合に関しては新聞等でも随分世間を騒がせました。
東京工業大学（以下，東工大）と東京医科歯科大学（以下，医科歯科大）と
いう理工系・医学歯学系で有力な国立大学間の統合であり，理工系と医
歯学系の融合研究の進展が期待されていると思います。まず，当研究所
に関わる部局等の説明をさせていただきます。
　まず，学生がいる部局である学部関係では，入試等もあるため，東工
大側の６学院と，医科歯科大側の医学部歯学部等の学部と大学院は基本
的に現状そのままの形で足されただけになっています。一部，旧ライフ
エンジニアリングコースが人間医療科学技術コースとなり拡張されたも
のになっています。３年間は現状を変えられず，その間に新大学として
新しい形を模索するものと思っています。
　研究所については，東工大側の４研究所を含む科学技術創成研究院が，
医科歯科大生体材料工学研究所と難治疾患研究所および研究センターと
合わさることになり，新たに総合研究院（Institute of Integrated 
Research：IIR）となりました。このため，総合研究院の職員数は約400
名となり，新大学最大規模の部局となっております。また，研究院とし
ては，総合研究院の他に新たに未来社会創成研究院と新産業創成研究院
が設立されました。未来社会創成研究院としては地球生命研究所や未来
の人類研究センター等が配置されました。新産業創成研究院は，企業と
の組織的な連携による共同研究を実施し，新しい産業創出を志向する研
究所で，医療工学研究所などが配置され，実質的にはこれから立ち上げ
ることになります。新産業創成研究院長には，前未来研所長の中村健太
郎先生が就任し，総合研究院とも連携して研究を推進するものになって
います。
　このように，実質上，総合研究院において東工大と医科歯科大の実質
的な融合がなされており，現在，旧両大学のシステムや慣習も含めて統
合を図っているところです。せっかくの新大学設立でもあり，よりよい
研究機関となるべく，全員が努力している状況になります。
　なお，元当研究所所長であり，前科学技術創成研究院長である大竹尚
登先生が初代東京科学大学理事長になりました。これで伊賀健一先生，
三島良直先生，益一哉先生（各旧東工大学長）に続き当研究所関係者が理
事長になることになり，当研究所としては誇らしく感じております。

未来産業技術研究所の状況と医工連携
　旧両大学の研究所においては，統合に関わる人員の変更や部門等の統
廃合はありません。このため，未来研を構成する研究コアやユニットに
も特段の変更はありません。とはいえ，2016年の学院化に伴い旧精密
工学研究所と旧像情報工学研究所を主な母体として設立した未来研も，

研究コアも増え，研究者の構成も変わりつつあり，また，研究所に対す
る社会的要求も当時と変わりつつあります。このため，研究コアの再編
を図っており，機械系ではマイクロフルイディクス研究コアとものつく
り基盤技術・社会実装研究コアに改組いたしました。また，ナノ空間触
媒研究コアが新設されています。他の研究コアについても組織やミッ
ションを研究所として適時変更していく計画です。社会的要望に応える
ことも当研究所のミッションですので，ご意見ご要望については適時お
寄せください。
　当研究所が旧東工大時代に先陣を切って進めた医工連携は，引き続き，
現在は同じ大学となった旧医科歯科大生体材料工学研究所，広島大学半
導体産業技術研究所，静岡大学電子工学研究所と連携し文部科学省共同
利用共同研究拠点である異分野連携ネットワーク形研究拠点「生体医歯
工学共同研究拠点」として活動しております。さらに，同じく大学組織
間協定を取り交わしている東北大学歯学研究科との「歯工連携イノベー
ション機構（IDEA）」として研究連携活動を行っている他，大学統合直後
より，旧医科歯科大難治疾患研究所との連携も模索し，さらなる医歯工
連携強化を目指しています。それぞれの活動については本FIRST 
NEWSの記事でご覧ください。

新大学に掛ける期待
　新大学では，特に医工連携による医療技術の長足の進歩が期待されて
いると思います。当研究所発の医療技術の一例として，現ものつくり基
盤技術・社会実装研究コアの只野耕太郎准教授らは研究室（香川利春名誉
教授および川嶋健嗣現東京大学教授ら）で培ってきた空気圧システムの
精密制御技術に基づき，東京工業大学発ベンチャーとしてリバーフィー
ルド株式会社を2014年に設立し，遠隔・低侵襲性外科用支援手術ロボッ
トなどを開発しています。この開発は2003年に研究者個人ベースでス
タートし，試作開発を行い，2015年に支援ロボットの薬事届出だそう
で，実用化までに10年以上が必要となっています。このような連携開
発を促進するためには，異分野研究者間のスムーズなコミュニケーショ
ンが大変重要ですが，このようなコミュニケーションは一朝一夕にはで
きません。本組織内部の現状は，明治や昭和初期時代によくあったとさ
れる，家の都合でお見合い結婚した新婚夫婦のようなものと思います。
お見合いとはいえ，結婚した以上，幸せで円満な家庭を築いていきたい
ですので，まずは少しずつお互いを知り，長所短所を理解していきたい
と思います。また，親（旧両大学本部）の支援もあるでしょう。このため，
学内での対話の機会や交流を増やしつつ，実際に新しい医工連携の新研
究を立ち上げていく所存です。新婚夫婦のように，皆様はしばらくは新
大学となった当研究所を暖かい目で見守っていただけますようお願い
いたします。また，医工連携に関する産業界との連携もさらに強化した
く，ご興味のある方は是非お問い合わせあるいはご来訪ください。ご意
見等もどうぞお寄せください。皆様のさらなるご助力ご支援をなにとぞ
よろしくお願いいたします。
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見等もどうぞお寄せください。皆様のさらなるご助力ご支援をなにとぞ
よろしくお願いいたします。

未来産業技術研究所 所長

細 田　秀 樹

巻 頭 言

Hideki　    Hosoda
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　化学産業は社会インフラを支えておりその重要性
は明らかである。現在，製品原料としてナフサ等の
化石資源を大量に消費しており，二酸化炭素排出に
よる地球温暖化への影響が懸念され，また，輸入に
頼る石油の価格上昇や枯渇リスクに常に直面してい
る状況です。持続可能な循環型社会の確立は人類が
避けられない課題であり，資源の有効利用と化学品
製造プロセスのグリーン化，脱炭素化は急務になっ
ています。これらの課題の解決に貢献すべく，ナノ
空間触媒研究コアでは，在来型，非在来型も含め多
様な炭素資源を環境に調和するグリーンな手法によ
り有用化学品に高選択率・高効率に変換可能な革新的
な「ナノ空間触媒」の創製ならびに触媒プロセスの開
発をします。そして，「化学品製造プロセスの脱炭素
化」を確実に実現するための革新的触媒プロセスの開
発を目的とし，「2050年カーボンニュートラルの目標
達成」に寄与していきます。

　ゼオライトを含むナノ空間材料は，石油精製・石油化学分野に
おける効率的な資源・エネルギー循環プロセスの創出から，自
動車排気ガス浄化を含む，大気，土壌，水質などの環境汚染
や福島原子力発電所の事故に関する放射性物質の除去，吸着特
性を生かした建材への利用など，多様な産業分野において重要
な材料であり世界的に研究が行われている。最近では，SDGs
実現のキーマテリアルとしても注目されています。ゼオライトの
合成，構造解析，触媒・吸着応用など，ゼオライトに関する研
究全般について共同研究・受託研究に対応しております。その他，
触媒反応評価はもちろん，高分解能固体NMR，in-situ分光分
析無機材料を含め，高度構造解析に関する共同研究・受託研究
も歓迎いたします。お気軽にお問い合わせください。

　ゼオライトのシリカ骨格にAl，Fe，Ti，Ga，Snなどの“ヘテ
ロ原子”を導入することにより，ゼオライトの細孔（ナノ空間）内
にヘテロ原子に由来する「触媒能」，ヘテロ原子の電荷に基づく
「イオン交換能」を発現させることができます。これらの機能は
ヘテロ原子の“種類”と“導入量”に大きく依存します。我々はこれ
らの因子に加え，新たにゼオライト細孔内の“ヘテロ原子の位置”
も大きな影響を及ぼすと考えています（図１）。現在，ゼオライ
ト骨格内のAl原子をはじめ様々なヘテロ原子の位置制御手法の
開発とヘテロ原子の位置と触媒性能の相関関係の解明に関する
研究を行っています。
　メタノールは石炭，天然ガス，バイオマス資源，最近では二
酸化炭素を原料に製造することが可能です。メタノールから，
基礎化学品であるエチレン（C2），プロピレン（C3）等の低級オ
レフィンを合成する触媒プロセス（methanol to olefins: MTO
反応）用のゼオライト触媒開発に取り組んでいます（図２）。現在
NEDO「グリーンイノベーション基金事業／ CO₂等を用いたプラ
スチック原料製造技術開発」に参画し，CO₂等を用いたプラス
チック原材料製造技術開発に取り組んでいます。これは，太陽
光と水から得られた水素（ソーラー水素）と二酸化炭素から生成
されたメタノールを，ゼオライト触媒を活用してプラスチック原
料等の基幹化学品を製造する，化石資源に頼らない革新的な化
学品製造プロセスの実現につながります。
　2024年度からは，SATREPS（地球規模課題対応国際科学技
術協力プログラム）の支援の下，ゼオライト触媒の技術を活かし
た，地球規模課題の解決と科学技術水準の向上につながる日本
と発展途上国との国際共同研究を開始しています。この研究で
は，タイの農業分野で生じる廃バイオマスの高付加価値化を目
指したバイオリファイナリーによる化成品製造に活用できる触媒
プロセスの開発を行っています。
　また，化石資源由来からバイオマス由来への原料転換により
エネルギー／化学品のカーボンニュートラルを実現することをビ
ジョンに，既に生産方法が確立され大規模に普及しているバイ
オエタノールからグリーンな化学品原料となるプロピレンやLPG
代替物を高効率・低コストで生産できる触媒技術(Ethylene to 
Propylene：以下ETPと呼ぶ)の実用化を目指すために2023年8
月1日にiPEACE223株式会社を設立しました（図3）。2023年9
月には東工大発ベンチャーの称号が授与されました。ここでも，
ゼオライト触媒を用い，エチレンからプロピレンを直接製造可
能な「エチレンtoプロピレン（ETP）」反応の開発に取り組み，ゼ
オライト触媒の更なる改良に取り組んでいます（図2）。
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図 1　 MFI ゼオライト内のAl 原子位置分布

図 2　ゼオライトを活用したさまざまな炭素資源からのオレフィン製造経路

図 3　iPEACE223 株式会社HPより引用（https://ipeace223.com/） Email：yokoi.t.ab@m.titech.ac.jp
HP：http://www.nc.iir.titech.ac.jp
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　小山二三夫特任教授／名誉教授（面発光レーザ

フォトニクス研究ユニット長）が，公益財団法人

ヒロセ財団の「第4回ヒロセ賞」を受賞しました。

3月23日にザ・キャピトルホテル東急（東京都千代

田区）で贈呈式と受賞記念講演が行われました。

　ヒロセ賞は財団設立25周年の2020年に新設さ

れた学術賞で，「情報・通信・電気・電子工学分野」に

おいて顕著な業績をあげた日本国籍を有する研究

者を対象としています。本学からは，赤木泰文名

誉教授（総合研究院 コマツ革新技術共創研究所 特任教授）が第1回ヒロセ賞を受賞しています。今回は，小

山二三夫特任教授の｢光インターコネクト，光センシングの高度化に向けた面発光レーザフォトニクスの先

導的研究｣が高く評価され受賞に至りました。

　ヒロセ財団は電気電子機器に使用するコネクタ等の大手企業であるヒロセ電機株式会社の創業者 廣瀬銈

三氏の夫人，廣瀬静江氏からの多額の寄附金を基本財産として1995年に設立されました。アジア諸国から

の留学生の人材育成と諸国間の友好親善を目的とし，留学生への奨学援助事業・研究助成事業，さらに

2023年からは，修士課程から博士課程に至るまで前途有為な日本人大学院生に対する奨学援助事業を開始

し，本学からも数名の大学院学生が助成を受けております。

小山二三夫特任教授 ／ 名誉教授のコメント

　大変名誉ある賞をいただき，まことに光栄で，たいへん嬉しく思っております。面発光レーザは，本学

の伊賀健一栄誉教授が1977年に発明した半導体レーザで，発明から半世紀が経とうとしています。インター

ネットや携帯端末の普及により，データセンター内の大規模光インターコネクト，携帯端末での3D光セン

サ，自動運転用の光レーダーなど，その応用分野は多岐にわたります。今回の受賞は，恩師の末松安晴栄

誉教授と伊賀健一栄誉教授のご指導と，これまでともに研究を進めてきた同僚，大学院学生など，多くの方々

の貢献によるもので，深く感謝しています。今回の受賞を大きな励みと致しまして，微力ながら，新たな

産業の芽となるような研究開発と，次の世代にバトンを渡せるように務めていきたいと願っております。

　大川賞は，公益財団法人大川情報通信基金が授与する，情報・通信分野

における我が国最大級の学術賞です。情報・通信分野の研究，技術開発お

よび事業において顕著な社会的貢献を成した方々への労に報い，その功

績を表彰すると共に，この分野のさらなる発展と啓蒙に寄与することを

目的とした国際賞であり，賞状ならびに副賞として金メダル，賞金が贈

呈されます。この賞は，(株)CSKの創業者であった大川 功　氏（おおかわ 

いさお，1926年5月19日～ 2001年3月16日）が1992年からはじめたも

ので，毎年海外，日本からそれぞれ１人が選ばれます。今回が第33回目

となり，本学からはこれまで末松安晴，古井貞熙，小山二三夫らが受賞

しています。

　今年度の贈呈式は2025年3月5日に行われます。伊賀栄誉教授の受賞理由は，『面発光レーザー： 創案と先

導的研究，それによる超高速情報交換・センシングを中心とする新しいフォトニクス創出への多大なる貢献』

となっています。

http://www.okawa-foundation.or.jp

伊賀健一栄誉教授のコメント

　この賞を創設された大川 功さんは，システムエンジニアリングというコンピューターをシステムとして

とらえた事業を先見的に始めた方です。今では，コンピューターのシステムを提供し，そのサービスを展

開することが多くの企業で当たり前になっていますが，その先見性こそが企業発展のもととなっていたの

だと思います。今回の受賞は，面発光レーザーという小さなデバイスに関してですが，データセンターな

どの情報，LANなどの通信，マウス，スマホ，プリンターなど我々の身の回りにある電子機器のシステム

を支える新しいフォトニクス創出へ寄与しています。師匠の末松安晴教授からは，“デバイスを研究するに

しても，いつもシステムのことを考えなさい”と教えられました。「この面発光レーザーがちゃんとできたら，

どんなに素晴らしいシステムができるだろう」と考えながら研究してきたので，師匠への恩返しになったの

ではと思っています。

　なお，研究部門の後継者である小山二三夫名誉教授は2018年に本賞を受賞していますが，面発光レーザー

の100Gb/sを超える高速変調と光ファイバー伝送，光スキャナーや光増幅器などの機能化，レーザーレー

ダーなどへのさらなる発展に寄与した功績に対するものでした。

第４回ヒロセ賞　受賞
小山二三夫特任教授

名誉教授（面発光レーザフォトニクス研究ユニット長） 伊賀健一栄名誉教授

2024年度大川賞　受賞
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輝ける
鋼構造梁端接合部における繰り返し変形性能の評価方法に関する研究
吉敷研究室 Mey Sometrey [博士課程１年]

　鋼構造梁端接合部の繰り返し変形性能を評価するため，実
際の建築物における柱梁接合部を模した部分架構の試験体を
用意し，破壊に至らしめる実験研究が行われています。実験
で採用した載荷方法やパラメータに応じ，梁端接合部の繰り
返し変形性能の評価方法は提案されておりますが，載荷履歴
に依らずに統一的な評価方法の検討は行われていません。
　本研究は，既往の実験結果を用いて構築したデータベース
に基づき梁端接合部の繰り返し変形性能に関する既往の評価
方法との対応を確認し，載荷履歴に依らない評価方法とその
精度を検討しています。2024年同済大学にて開催された

吉敷研究室
http://www.udprc.first.iir.titech.ac.jp/~kishikilab/　

図1 賞状 図2 The 8th Joint Workshopにて集合写真（左から２番目，メイ）

The 8th Joint Workshop for Building/Civil Engineering
にて本研究の内容と一連の実験結果に関する研究発表を行
い，Best Paper Awardに選出されました。この成果は，吉
敷祥一先生による親切な指導，および国内外の学会に参加す
る数々の機会をくださるおかげです。ここに記して謝意を表
します。

生体への適用に向けたプラズマバブル水の不活化効果と安全性に関する研究
沖野研究室 大澤泰樹 [博士課程２年]

　このたび，The 29th International SPACC Symposium
において，Young Investigator Award 2024を受賞するこ
とができました。私は，大気圧低温プラズマを微小な泡とし
て液中にバブリング導入することで，殺菌効果を持つプラズ
マバブル水を作製し，その不活化効果や安全性を検証する研
究を行っています。この研究では，プラズマバブル水を生体
に適用するために，眼感染症の原因菌である緑膿菌や，口腔
内に存在するミュータンス菌などに対する不活化効果を検証
しました。作製直後の酸素のプラズマバブル水では，緑膿菌

沖野研究室
https://ap.first.iir.titech.ac.jp

図 プラズマバブル水の作製方法

を99.9％，ミュータンス菌を99.99％不活化できました。　
　また，眼の角膜上皮細胞に酸素のプラズマバブル水を滴下
しても細胞は問題なく伸展したため，明確な毒性は確認され
ませんでした。今後は，プラズマバブル水を歯科や眼科用の
洗浄液等として使用するための実験を進めて行く予定です。

深層学習を用いた結晶粒界抽出の高精度化に関する研究
細田・田原研究室 尾崎滉一 [修士課程２年]

　この度，日本金属学会2024年
秋期講演大会において優秀ポス
ター賞を受賞しました。微細組織
の定量化手法にAI(深層学習)の導
入が進む一方，データ不足が課題
となっています。本研究では，ボ
ロノイ図を用いた転移学習手法を
提案し，純Tiの等軸粒組織写真を
対象に，結晶粒界抽出精度への効
果を検証しました。結果，従来の

細田・田原研究室
http://www.mater.pi.titech.ac.jp/

等軸粒組織写真を模倣したボロノイ図

集合写真

AIでは抽出困難だった三重点周辺の粒界を抽出可能とし，
IoU(Intersection over Union)においても高い精度を達成し
ました。ここから，ボロノイ図の学習で得た三重点の知識が
転移され，より正確な粒界抽出が可能になったと言えます。
　今後は，本手法を他の微細組織画像にも適用し，汎用性や
有効性の検証を進めることで，より広範な応用を目指します。

指先の爪を利用した接線力触覚提示装置の開発に関する研究
長谷川研究室 徐云岫 [博士課程2年]

　この度，マレーシアで開催されたAsia Haptics 2024にお
いて，我々のプロジェクト「指先の爪を利用した接線力触覚
提示装置」がThe Best Demonstration Awardsを受賞しま
した。本研究は仮想現実（VR）における触覚フィードバックの
向上を目指し，器用な操作を実現する小型軽量な提示装置の
開発に取り組んだものです。本研究では，指先の爪の両側の
触覚受容器を刺激することで，接線力の触感を模倣しました。
　本研究の特徴は，指先の腹側に提示装置がないため干渉が
少なく，また腹側を覆わないため，仮想物体も実物体も器用
に操作できることです。接線力の提示により，従来の大型で
重い触覚提示装置に代わって自然で直感的な触覚を提示しま

長谷川研究室
https://haselab.net/

す。この度の受賞は，長谷川研究室のこの分野での先進性を
示すものと考えております。今回の成果を支えてくださった
長谷川晶一准教授に心より感謝申し上げます。今後は個々の
使用者による触覚の個人差に関する研究を進め，現行の課題
を克服してさらに改良を重ねてまいります。
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輝ける
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吉敷研究室
http://www.udprc.first.iir.titech.ac.jp/~kishikilab/　
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経皮的補助人工心臓用１自由度制御型ベアリングレスモータの研究
進士研究室 HE Zeqiang [博士後期課程３年]

　2024年11月，金沢で開催された第27回メカトロニク
ス技術の国際会議（27th International Conference on 
Mechatronics Technology）において，優秀論文賞
（Best Paper Award）を受賞しました。現在，開胸手術
が必要な体内植え込み型の補助人工心臓に比べ，体への
負担が少ないカテーテルに超小型ポンプを内蔵した経皮
的補助人工心臓が，世界的に注目されています。しかし，
既存の経皮的補助人工心臓には，体内植え込み型補助人
工心臓のように羽根車を非接触で支持・回転させる「ベア
リングレスモータ」（磁気軸受とモータを統合した機構）
は搭載されていません。その代わりに，接触型の軸受と
モータを使用し，血液凝固を防ぐためのパージ液供給機

構が採用されています。この方法は，ベアリングの摩擦・摩耗
により耐久性が低く，外部からパージ液を供給する必要があ
るなどの課題があります。
　本研究では，経皮的補助人工心臓にも適用可能な超小型の
ベアリングレスモータを新たに提案しました。また，試作機
を用いて非接触浮上と回転が実現可能であることを検証しま
した。現在，この研究をさらに発展することに加え，使い捨
ての遠心血液ポンプ用ベアリングレスモータの研究開発も進
めています。

導電性複合繊維に関する研究 曽根・Chang 研究室 芝田和拓 [ 修士課程 2年 ]

　この度，綠色電化
學科技國際研討會
(2024 ICGET-Tw)に
てBest Awardを受賞
しました。本国際学
会ではウィーバブル

デバイス実現に向けたNi-P/Nylon複合繊維の創製ついて
発表しました。近年，現存のウェアラブルデバイスを越
える多機能化を実現するべく，優れた導電性繊維材料の
開発が重要視されています。本研究では，ナイロン糸に

曽根・Chang研究室
http://www.ames.pi.titech.ac.jp/

対し，超臨界二酸化炭素を用いた触媒化及びNi-P無電解めっ
きを施すことで導電性と密着性に優れた複合繊維を作製しま
した。さらに，その導電性が糸の撚り数の大きさに依存する
ことを明らかにしました。今後は，実用化に向けた耐久性評
価やより高い導電性をもつ金属による改良を進める予定です。

提案した１自由度制御型ベアリングレスモータの構造と原理検証機

進士研究室
http://www.nano.pi.titech.ac.jp/

日　時 2024 年 5月17日（金）15:00 ～16:30
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　R2棟 6F大会議室（Zoom配信あり）
講　師 中村篤智（大阪大学　大学院基礎工学研究科　機能創成専攻・教授）
題　目 無機半導体結晶の室温変形挙動と転位構造
参加人数 オンサイト28 名，Zoom参加 7名
　半導体材料は現代の情報化社会に不可欠な材料であり，その生産・加工および応用法
に関する研究が盛んに行われている。しかし，研究の多くは電気的・光学的特性などに関
するものであり，力学的特性に関する研究が軽視されてきた。これに対して，我々は力学
的性質に注目して研究を行い，光環境依存性など常識はずれの力学的性質を示すことを発
見、報告している。そこで本講演では，無機半導体結晶の力学的性質について最新の研
究内容を解説した。

日　時 2024年8月8日（木）15:30 ～ 17:35
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　B2棟424号室（ハイブリッド開催）
参加人数 38名（オンサイト21名，オンライン17名）

　2024年4月に東京工業大学未来産業技術研究所に新たに設
置されたマイクロフルイディクス研究コアを中心として，第
30回生体医歯工学公開セミナー（第1回マイクロフルイディク
ス研究セミナー）を企画し，8月8日にB2棟424号室において
開催いたしました。今回は，「マイクロ・ナノファブリケーショ
ンの最前線」と題し，マイクロフルイディクス研究コアの金俊
完教授には，生化学，医療，創薬での送液を目的とした電界
共役流体を応用したマイクロシリンジポンプに関連し，また，
英国ケンブリッジ大学Michael De Volder教授には，カーボ
ンナノチューブなどのナノマテリアルを単分散の球体に大規
模に制御された形態で構造化するマイクロ液滴生成デバイス
に関連し，最先端のマイクロ・ナノファブリケーション技術に
ついてご講演いただきました．それぞれのご講演では，活発
な質疑応答が行われました。

第29回生体医歯工学公開セミナー01

第30回生体医歯工学公開セミナー （第１回マイクロフルイディクス研究セミナー）02

開催報告

15:30 ～15:40 開会挨拶（趣旨説明） 𠮷田和弘（東京工業大学・教授）
15:40 ～16:40 「MEMS技術を用いた電界共役流体（ECF）
　　　　　　　　　駆動形マイクロシリンジポンプ」 　　　　金俊完（東京工業大学・教授）

16:40 ～17:30 「Microfluidic droplet generators forstructuring nanomaterials in 
   monodisperse spheres」Michael 　　   

17:30 ～17:35  閉会挨拶     𠮷田和弘（東京工業大学・教授）

177
29

2024 5 17
15:00-16:30
R2 6F Zoom

: 5057 hosoda.h.aa@m.titech.ac.jp
Zoom tahara.m.aa@m.titech.ac.jp

第30回生体医歯工学公開セミナー
（第1回マイクロフルイディクス研究セミナー）
―マイクロ・ナノファブリケーションの最前線―

開催日時：2024年8月8日（木） 15:30～17:30
開催場所：東京工業大学すずかけ台キャンパス

Ｂ２棟４２４号室（ハイブリッド開催）

参加登録：https://zoom.us/meeting/register/tJEsce-
opjsrGtfmtddittvx_xwL9aDTfTzL

未来産業技術研究所東京工業大学

問合せ： 吉田和弘教授・栁田保子教授（マイクロフルイディスク研究コア）
E-mail： yoshida.k.ab@m.titech.ac.jp（吉田），yanagida.y.aa@m.titech.ac.jp（栁田）

15:30～16:40 金俊完 教授（東京工業大学 未来産業技術研究所 マイクロフルイディクス研究コア）
「MEMS技術を用いた電界共役流体（ECF）駆動形マイクロシリンジポンプ」

生化学，医療，創薬での送液を目的に，直流高電圧を印加することで活発な流れが発生するECF効果を用いたマイクロシリ
ンジポンプを開発している．MEMS技術を用いることで，このポンプをチップサイズに実現できる．三角柱ースリット形電極
対を発展させ，両方向にポンピングを可能にしている。最初に，バルブ要素としてノズルディフューザ形流路を用いたシリンジ
ポンプが試作され，そのポンピング特性を実験的に明らかにしている．さらに，ECFポンプの圧力で動くアクティブバルブを統
合したECF駆動形マイクロシリンジポンプを実現し，その有効性を明確にしている．

16:40～17:30 Professor Michael De Volder（英国ケンブリッジ大学）
「Microfluidic droplet generators for structuring nanomaterials in
monodisperse spheres」

Carbon nanotubes (CNTs) and other nanoparticles show promising properties to energy storage, catalysis, 
water filtration and photonic applications. However, this requires to structure these nanomaterials into well 
controlled morphologies at large scale, which is a great technologic challenge. Microfluidic droplet generators 
offer a new opportunity to use emulsion templating as a method to organise nanomaterials into mono-disperse 
controlled microspheres. As an example, I will discuss how microfluidics can be used for fabricating CNT-based 
water filters. CNTs show promise in transforming water treatment due to their high sorption capacity and rapid 
kinetics for various pollutants. 
Traditional CNT filters, which use dispersed CNTs or CNT buckypaper, face issues with recovery, safety, and 

efficiency-tradeoffs. This talk will explain how microfluidic emulsification can be used to assemble CNTs into 
porous microspheres, and pack these into microfluidic column filters. These microcolumns offer high filtration 
efficiency and superior permeability, significantly exceeding the performance of CNT buckypaper and doubling 
the specific permeability of activated carbon at comparable flow rates. Additionally, I will provide an outlook of 
how this process can be used for other nanomaterial-based devices.

※質疑応答時間含む

De Volder（英国ケンブリッジ大学
東京工業大学（特任）・教授）
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を用いて非接触浮上と回転が実現可能であることを検証しま
した。現在，この研究をさらに発展することに加え，使い捨
ての遠心血液ポンプ用ベアリングレスモータの研究開発も進
めています。
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てBest Awardを受賞
しました。本国際学
会ではウィーバブル

デバイス実現に向けたNi-P/Nylon複合繊維の創製ついて
発表しました。近年，現存のウェアラブルデバイスを越
える多機能化を実現するべく，優れた導電性繊維材料の
開発が重要視されています。本研究では，ナイロン糸に

曽根・Chang研究室
http://www.ames.pi.titech.ac.jp/

対し，超臨界二酸化炭素を用いた触媒化及びNi-P無電解めっ
きを施すことで導電性と密着性に優れた複合繊維を作製しま
した。さらに，その導電性が糸の撚り数の大きさに依存する
ことを明らかにしました。今後は，実用化に向けた耐久性評
価やより高い導電性をもつ金属による改良を進める予定です。

提案した１自由度制御型ベアリングレスモータの構造と原理検証機

進士研究室
http://www.nano.pi.titech.ac.jp/

日　時 2024 年 5月17日（金）15:00 ～16:30
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　R2棟 6F大会議室（Zoom配信あり）
講　師 中村篤智（大阪大学　大学院基礎工学研究科　機能創成専攻・教授）
題　目 無機半導体結晶の室温変形挙動と転位構造
参加人数 オンサイト28 名，Zoom参加 7名
　半導体材料は現代の情報化社会に不可欠な材料であり，その生産・加工および応用法
に関する研究が盛んに行われている。しかし，研究の多くは電気的・光学的特性などに関
するものであり，力学的特性に関する研究が軽視されてきた。これに対して，我々は力学
的性質に注目して研究を行い，光環境依存性など常識はずれの力学的性質を示すことを発
見、報告している。そこで本講演では，無機半導体結晶の力学的性質について最新の研
究内容を解説した。

日　時 2024年8月8日（木）15:30 ～ 17:35
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　B2棟424号室（ハイブリッド開催）
参加人数 38名（オンサイト21名，オンライン17名）

　2024年4月に東京工業大学未来産業技術研究所に新たに設
置されたマイクロフルイディクス研究コアを中心として，第
30回生体医歯工学公開セミナー（第1回マイクロフルイディク
ス研究セミナー）を企画し，8月8日にB2棟424号室において
開催いたしました。今回は，「マイクロ・ナノファブリケーショ
ンの最前線」と題し，マイクロフルイディクス研究コアの金俊
完教授には，生化学，医療，創薬での送液を目的とした電界
共役流体を応用したマイクロシリンジポンプに関連し，また，
英国ケンブリッジ大学Michael De Volder教授には，カーボ
ンナノチューブなどのナノマテリアルを単分散の球体に大規
模に制御された形態で構造化するマイクロ液滴生成デバイス
に関連し，最先端のマイクロ・ナノファブリケーション技術に
ついてご講演いただきました．それぞれのご講演では，活発
な質疑応答が行われました。

第29回生体医歯工学公開セミナー01

第30回生体医歯工学公開セミナー （第１回マイクロフルイディクス研究セミナー）02

開催報告

15:30 ～15:40 開会挨拶（趣旨説明） 𠮷田和弘（東京工業大学・教授）
15:40 ～16:40 「MEMS技術を用いた電界共役流体（ECF）
　　　　　　　　　駆動形マイクロシリンジポンプ」 　　　　金俊完（東京工業大学・教授）

16:40 ～17:30 「Microfluidic droplet generators forstructuring nanomaterials in 
   monodisperse spheres」Michael 　　   

17:30 ～17:35  閉会挨拶     𠮷田和弘（東京工業大学・教授）

177
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2024 5 17
15:00-16:30
R2 6F Zoom

: 5057 hosoda.h.aa@m.titech.ac.jp
Zoom tahara.m.aa@m.titech.ac.jp

第30回生体医歯工学公開セミナー
（第1回マイクロフルイディクス研究セミナー）
―マイクロ・ナノファブリケーションの最前線―

開催日時：2024年8月8日（木） 15:30～17:30
開催場所：東京工業大学すずかけ台キャンパス

Ｂ２棟４２４号室（ハイブリッド開催）

参加登録：https://zoom.us/meeting/register/tJEsce-
opjsrGtfmtddittvx_xwL9aDTfTzL

未来産業技術研究所東京工業大学

問合せ： 吉田和弘教授・栁田保子教授（マイクロフルイディスク研究コア）
E-mail： yoshida.k.ab@m.titech.ac.jp（吉田），yanagida.y.aa@m.titech.ac.jp（栁田）

15:30～16:40 金俊完 教授（東京工業大学 未来産業技術研究所 マイクロフルイディクス研究コア）
「MEMS技術を用いた電界共役流体（ECF）駆動形マイクロシリンジポンプ」

生化学，医療，創薬での送液を目的に，直流高電圧を印加することで活発な流れが発生するECF効果を用いたマイクロシリ
ンジポンプを開発している．MEMS技術を用いることで，このポンプをチップサイズに実現できる．三角柱ースリット形電極
対を発展させ，両方向にポンピングを可能にしている。最初に，バルブ要素としてノズルディフューザ形流路を用いたシリンジ
ポンプが試作され，そのポンピング特性を実験的に明らかにしている．さらに，ECFポンプの圧力で動くアクティブバルブを統
合したECF駆動形マイクロシリンジポンプを実現し，その有効性を明確にしている．

16:40～17:30 Professor Michael De Volder（英国ケンブリッジ大学）
「Microfluidic droplet generators for structuring nanomaterials in
monodisperse spheres」

Carbon nanotubes (CNTs) and other nanoparticles show promising properties to energy storage, catalysis, 
water filtration and photonic applications. However, this requires to structure these nanomaterials into well 
controlled morphologies at large scale, which is a great technologic challenge. Microfluidic droplet generators 
offer a new opportunity to use emulsion templating as a method to organise nanomaterials into mono-disperse 
controlled microspheres. As an example, I will discuss how microfluidics can be used for fabricating CNT-based 
water filters. CNTs show promise in transforming water treatment due to their high sorption capacity and rapid 
kinetics for various pollutants. 
Traditional CNT filters, which use dispersed CNTs or CNT buckypaper, face issues with recovery, safety, and 

efficiency-tradeoffs. This talk will explain how microfluidic emulsification can be used to assemble CNTs into 
porous microspheres, and pack these into microfluidic column filters. These microcolumns offer high filtration 
efficiency and superior permeability, significantly exceeding the performance of CNT buckypaper and doubling 
the specific permeability of activated carbon at comparable flow rates. Additionally, I will provide an outlook of 
how this process can be used for other nanomaterial-based devices.

※質疑応答時間含む

De Volder（英国ケンブリッジ大学
東京工業大学（特任）・教授）
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日　時 2024年9月10日（火）11:00 ～12:00
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　R2棟6階　大会議室
講　師 Prof. Elżbieta Alicja Pieczyska, D.Sc. Poland (JSPSPost-Doc   
　　　　2004-2006)Institute of Fundamental Technological 　　　 　　　
　　　　Research,Polish Academy of Sciences IPPT PAN
題　目 Investigation of Shape Memory Alloys, Polymers and Ti-Nb  
 based Ni-free High Elastic Alloys named Gum Metals by   
 Traditional and Innovative Techniques
参加人数 20名

第31回生体医歯工学公開セミナー03

日　時 2024年10月24日（木）10:30 ～11:30
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　R2棟6階　大会議室
講　師 Dr. Sri-Rajasekhar (Raj) Kothapalli
 Associate Professor, Department of Biomedical   
 Engineering, Pennsylvania State University
題　目 Lights, Sound, and Action: Multimodal Ultrasound   
 and Photoacoustic Imaging Strategies for    
 Pre-clinical and Clinical Applications
参加人数 20名

第32回生体医歯工学公開セミナー05

日　時 2024年10月5日（土）13:00 ～
場　所 東京工業大学　蔵前会館（大岡山）／オンライン
　蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。10月1日、東
京科学大学が誕生しました。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。この社会課題へ取り組まれ
ている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方にご登壇いただき、最前線での活動について
ご講演いただきました。

第48回蔵前科学技術セミナー04

13:00 ～17:15 多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み 吉敷祥一（都市防災研究コア・教授）

 災害時のストレスとケア  永岑光恵（リベラルアーツ研究教育院・教授）

 仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～  植木　穣（東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長）

 我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは 赤星昂己（元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士）

17:15 ～18:15 交流会（参加費：一般3,000円，学生無料）

日　　時　2024年12月3日（火）～4日（水）
場　　所　静岡大学　アクトシティ浜松
参 加 費　無料
参加人数 236名（内，海外研究者13人）
　本共同研究拠点の活動の一環である生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジ
ウム（ISBE）を2024年12月3日（火），4日（水）の2日間，アクトシティ浜松にて開
催しました。本年度は静岡大学が幹事校となり本シンポジウムをまとめました。
　静岡大学の日詰一幸学長による開会挨拶，文部科学省研究振興局大学研究基
盤整備課の柳澤好治課長によるご挨拶，東京科学大学生体材料工学研究所所長
の影近弘之教授による共同研究拠点の紹介に始まり，2日間にわたって，招待講
演12件（うち，海外研究者4人），及び154件のポスター発表が行われました。
　参加者は236名（うち，海外研究者13人）を数え，深層学習を活用した蛋白質
設計，電気化学反応を利用したバイオセンサー，超音波によるドラッグデリバリー
システム，MEMSによるカンチレバーの化学センサー応用，マイクロケミカルペ
ンによる細胞解析，微生物による化合物半導体の合成など，基礎的な化学・生
物学分野から最新のAI活用まで多岐の分野にわたり活発に議論されました。ま
たポスター発表では，Award対象86件の中から8件
のPoster Awardが選出され，最終日に授与式が行
われました。
　海外研究者との交流や拠点研究者同士のコミュニ
ケーションが対面で実施され，緊密な連携を図るこ
とができ，本拠点のさらなるグローバル化が期待さ
れるシンポジウムとなりました。

第9回生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウム07

日　時 2024年11月19日（火）13:20 ～ 16:30
場　所 東京科学大学すずかけ台キャンパス
来訪人数 11名
　韓国光州大学より11名の方が，5研究室の施設を
見学されました。

韓国光州大学が研究室の施設見学のため来訪06

2024 9 10 11:00-12:00, R2 6F 
Prof. - -

Institute of Fundamental Technological Research, Polish Academy of Sciences IPPT PAN, 

: 5057,hosoda.h.aa@m.titech.ac.jp

Investigation of Shape Memory Alloys, Polymers and Ti-Nb based Ni-free 
High Elastic Alloys named Gum Metals by Traditional and Innovative Techniques

蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。
10月1日、東京科学大学が誕生します。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。10月1日、東京科学大学が誕生します。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。10月1日、東京科学大学が誕生します。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。
この社会課題へ取り組まれている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方にこの社会課題へ取り組まれている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方にこの社会課題へ取り組まれている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方に
ご登壇いただき、最前線での活動についてご講演いただきます。ご登壇いただき、最前線での活動についてご講演いただきます。ご登壇いただき、最前線での活動についてご講演いただきます。
どなたでもご参加いただけます。大学生・高校生・一般のご参加を歓迎いたします。どなたでもご参加いただけます。大学生・高校生・一般のご参加を歓迎いたします。どなたでもご参加いただけます。大学生・高校生・一般のご参加を歓迎いたします。

   多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み
　　東京工業大学多元レジリエンス研究センター長・教授　　東京工業大学多元レジリエンス研究センター長・教授　　東京工業大学多元レジリエンス研究センター長・教授
　　吉敷 祥一　先生　　吉敷 祥一　先生　　吉敷 祥一　先生
　　　

   災害時のストレスとケア災害時のストレスとケア災害時のストレスとケア
　　東京工業大学リベラルアーツ研究教育院・教授　　東京工業大学リベラルアーツ研究教育院・教授　　東京工業大学リベラルアーツ研究教育院・教授
　　永岑 光恵　先生　　永岑 光恵　先生　　永岑 光恵　先生
　　　

   仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～
　　東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長　　　東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長　　　東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長　
　　植木 穣　先生　　植木 穣　先生　　植木 穣　先生
　　　

   我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは
　　元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士　　元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士　　元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士
　　赤星 昂己　先生　　赤星 昂己　先生　　赤星 昂己　先生

　　　
   

　講演会　2024年10月5日(土） 13:00～17:15（受付開始12:30）
                 東工大蔵前会館（東急大岡山駅前） 及び オンライン（Zoom Webinar）　
　交流会　2024年10月5日(土） 17:15～18:15
                  東工大蔵前会館（東急大岡山駅前） 
　講演会参加費：  無料、　交流会参加費：3,000円（学生の方は無料）

　申込方法： 申込フォームよりお申込みください
                       https://www.kuramae.ne.jp/krpe/topics_detail29/id=7708

　申込期日： 2024年10月3日(木)
　　　　　　 会場の席には限りがございます、お早めにお申し込みください

防災と医療防災と医療防災と医療
   主催：一般社団法人 蔵前工業会、共催：国立大学法人 東京科学大学主催：一般社団法人 蔵前工業会、共催：国立大学法人 東京科学大学主催：一般社団法人 蔵前工業会、共催：国立大学法人 東京科学大学
第48回蔵前科学技術セミナー第48回蔵前科学技術セミナー第48回蔵前科学技術セミナー

2024年10月5日(土)  13:00～

申込フォーム

講演会
無料
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Lights, Sound, and Action: Multimodal Ultrasound and Photoacoustic Imaging Strategies  
for Pre-clinical and Clinical Applications  

  

Dr. Sri-Rajasekhar (Raj) Kothapalli 
Associate Professor, Department of Biomedical Engineering, Pennsylvania State University 

  
Abstract 
Advanced multimodal imaging techniques offer a powerful means to study complex disease mechanisms in pre-
clinical models and significantly enhance diagnostic and therapeutic outcomes in clinical settings. While 
conventional multimodal imaging modalities such as Magnetic Resonance Imaging, Positron Emission 
Tomography, and X-Ray Computer Tomography have garnered substantial clinical relevance, their bulky nature 
and high cost render them impractical for point-of-care applications. Moreover, these modalities often lack the 
necessary spatiotemporal resolutions to effectively capture dynamic events within living subjects. To address 
these limitations, we have developed novel multimodal optical, ultrasound and photoacoustic imaging systems 
and integrated them with model-based machine learning tools for providing complementary contrasts, scalable 
resolution and enhanced image quality. In this talk, I will present our multimodal imaging results for pre-clinical 
and clinical applications covering cancer, neurological and vascular diseases. This includes (i) first-in-human 
prostate cancer molecular imaging using a transrectal endoscope; (ii) the development of a portable system for 
diagnosing peripheral arterial disease in resource poor settings; (iii) studying brain cancer mechanisms in pre-
clinical rodent models; and (iv) studying mechanisms of ultrasound neuromodulation using multimodal 
microscopy. These biomedical innovations at the interface of multimodal learning and instrumentation enable 
us to pioneer a new era of precision imaging for improved disease understanding and patient care. 
 
Biography: Dr. Raj Kothapalli is an associate professor in the 
Department of Biomedical Engineering and Penn State Cancer 
Institute, at the Pennsylvania State University. He earned his Ph.D. in 
Biomedical Engineering from Washington University in St. Louis in 
2009 under the guidance of Dr. Lihong Wang. From 2009 to 2013, he 
received postdoctoral training from Dr. Sam Gambhir in the Molecular 
Imaging Program at Stanford University. Dr. Kothapalli served as an 
instructor in the Department of Radiology at Stanford University from 
2014 to 2016, during which time he conducted the first-in-human 
photoacoustic prostate imaging studies. Since 2017, he has led the 
BioPhotonics and Ultrasound Imaging lab at Penn State, which focuses 
on developing novel multimodal imaging strategies combining optical, 
ultrasound and photoacoustic technologies. Dr. Kothapalli was 
awarded the Hamalainen Peter Michael Postdoctoral Fellowship from 
the Sir Peter Michael Foundation (2009 to 2012), the K99-R00 NIH 
Pathway to Independence award in 2014, and the NSF CAREER award in 2023. 

 

日　時 2024年12月20日（金）　13:40～18:30
場　所 東京科学大学 すずかけ台キャンパスR2棟
参加者 東京科学大学未来産業技術研究所
 東北大学大学院歯学研究科
参加人数 42名
　東北大学歯学研究科より19名が参加し，
3研究室の見学を行った。
　その後，13名の若手研究者がショートプレゼ
ンテーションとポスター発表を行い，すぐれた研
究者2名がポスター賞に選出された。

東北大学歯学研究科―東京工業大学未来研との研究連携事業（IDEA）
2024年東京科学大学 未来研見学会08

Program 
 
 
 11:30!" " " Check-in/Registration at Reception Desk 

 
 
 
12:40!12:45  Opening Remarks: Kazuyuki Hizume, President, Shizuoka University 
12:45!12:50  Greeting: Koji Yanagisawa, Director - University Research Facilitation  

Division, Research Promotion Bureau, MEXT 
 12:50!13:00  Introduction of Research Center for Biomedical Engineering:  
                       Hiroyuki Kagechika, Director of Laboratory for Biomaterials and  

Bioengineering, Institute of Science Tokyo 
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Opening Session              Chair: Masakazu Kimura, Shizuoka University 

Session A          Chair: Yoshikazu Nakajima, LBB, Institute of Science Tokyo 

15:00!16:30  Poster Session 1 & Coffee Break"

Session B              Chair: Masato Sone, FIRST, Institute of Science Tokyo 

Networking                 Chair: Masanori Koshimizu, Shizuoka University 

14:30!15:00  Photo Session"

"
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" 10:45!11:45" Poster Session 2 
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Session C                    Chair: Shin-Ichiro Kuroki, Hiroshima University 

10:30!13:30  Poster Session 2 & 3 + Lunch Break

Session D                      Chair: Wataru Inami, Shizuoka University 
 

Closing Session             Chair: Masanori Koshimizu, Shizuoka University 

 
Lab. for Future Interdisciplinary Research of Science and Technology (FIRST), 

Institute of Integrated Research (IIR), 
Institute of SCIENCE TOKYO, 

J3-12, 4259 Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama, 226-8503 JAPAN 

 [ Open Laboratory ] 
Date: November 19, 2024 (Tuesday) 13:20 AM ~ 4:30 PM 
Venue: Institute of SCIENCE TOKYO (Suzukakedai Campus) 
Organizer: Prof. Joon-wan KIM, FIRST, IIR, Institute of SCIENCE TOKYO 
 

[ Program ] 

Location: Suzukakedai Campus (4259 Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama, JAPAN) 
1. Short Meeting with the Director of FIRST (Prof. Hideki Hosoda) 

R2 1 OCS  
13:20~13:30: Welcome message from Prof. Hosoda and group photo 

2. Nisisako Laboratory at FIRST, IIR R2 C 1 111  
13:30~13:50: Laboratory tour 
13:50~13:55: Q&A session 

3. Sekiguchi Laboratory at FIRST, IIR R2 C 2 202  
14:00~14:20 : Laboratory tour 
14:20~14:25: Q&A session 

4. Design and Manufacturing Division R2 A 1  
14:30~14:50 : Laboratory tour 
14:50~14:55: Q&A session 

5. Semiconductor and MEMS Processing Division, R3-D 3  
15:00~15:20: Laboratory tour 
15:20~15:25: Q&A session 

6. J.W. KIM Laboratory at FIRST, IIR J3 12  
15:30~15:50: Laboratory tour 
15:50~15:55: Q&A session 

7. Review and Closing 2 Kitchen MOTOTECH  
16:00~16:30: Review and discussion  

 

 

 

 

13:40～ 開会の挨拶（細田秀樹未来研所長） 

 本日の概要説明（沖野先生） 

14:00～14:30 ツアー研究室の紹介プレゼンテーション 

14:30～-15:00 ①曽根･Chang研究室（R2-C棟107号室） 

15:00～15:30 ②田原麻梨江研究室（R2棟715号室） 

15:30～16:00 ③石田忠研究室（G5棟9階909号室） 

16:00～16:15 休憩 

16:15～16:30 写真撮影（R2棟玄関） 

16:30～17:00 若手ポスターショートプレゼンテーション（2分×13件（東北大７，科学大6）） 

東北大  ：日原大貴，原田芙太巴，MOE SANDAR KYAW 

渡辺隼，互野亮，長﨑敦洋，有馬明香 

東京科学大：杉田直広，栗岡智行，八井田朱音，大井梓，相川洋平，鈴木左文 

17:00～18:20 若手ポスターセッション（12件）兼 意見交換会（飲み物，軽食あり） 

18:00頃 大竹尚登 東京科学大理事長よりZoomでご挨拶 

https://zoom.us/j/95587268753?pwd=2PyChOKxmxUO3paKPeDQUXJ1RZQutS.1 

ミーティング ID: 955 8726 8753 パスコード: vzBSn8 

18:20 ポスター賞表彰式 

18:25 閉会の挨拶（小坂健 歯学研究科長） 
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日　時 2024年9月10日（火）11:00 ～12:00
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　R2棟6階　大会議室
講　師 Prof. Elżbieta Alicja Pieczyska, D.Sc. Poland (JSPSPost-Doc   
　　　　2004-2006)Institute of Fundamental Technological 　　　 　　　
　　　　Research,Polish Academy of Sciences IPPT PAN
題　目 Investigation of Shape Memory Alloys, Polymers and Ti-Nb  
 based Ni-free High Elastic Alloys named Gum Metals by   
 Traditional and Innovative Techniques
参加人数 20名

第31回生体医歯工学公開セミナー03

日　時 2024年10月24日（木）10:30 ～11:30
場　所 東京工業大学すずかけ台キャンパス　R2棟6階　大会議室
講　師 Dr. Sri-Rajasekhar (Raj) Kothapalli
 Associate Professor, Department of Biomedical   
 Engineering, Pennsylvania State University
題　目 Lights, Sound, and Action: Multimodal Ultrasound   
 and Photoacoustic Imaging Strategies for    
 Pre-clinical and Clinical Applications
参加人数 20名

第32回生体医歯工学公開セミナー05

日　時 2024年10月5日（土）13:00 ～
場　所 東京工業大学　蔵前会館（大岡山）／オンライン
　蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。10月1日、東
京科学大学が誕生しました。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。この社会課題へ取り組まれ
ている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方にご登壇いただき、最前線での活動について
ご講演いただきました。

第48回蔵前科学技術セミナー04

13:00 ～17:15 多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み 吉敷祥一（都市防災研究コア・教授）

 災害時のストレスとケア  永岑光恵（リベラルアーツ研究教育院・教授）

 仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～  植木　穣（東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長）

 我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは 赤星昂己（元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士）

17:15 ～18:15 交流会（参加費：一般3,000円，学生無料）

日　　時　2024年12月3日（火）～4日（水）
場　　所　静岡大学　アクトシティ浜松
参 加 費　無料
参加人数 236名（内，海外研究者13人）
　本共同研究拠点の活動の一環である生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジ
ウム（ISBE）を2024年12月3日（火），4日（水）の2日間，アクトシティ浜松にて開
催しました。本年度は静岡大学が幹事校となり本シンポジウムをまとめました。
　静岡大学の日詰一幸学長による開会挨拶，文部科学省研究振興局大学研究基
盤整備課の柳澤好治課長によるご挨拶，東京科学大学生体材料工学研究所所長
の影近弘之教授による共同研究拠点の紹介に始まり，2日間にわたって，招待講
演12件（うち，海外研究者4人），及び154件のポスター発表が行われました。
　参加者は236名（うち，海外研究者13人）を数え，深層学習を活用した蛋白質
設計，電気化学反応を利用したバイオセンサー，超音波によるドラッグデリバリー
システム，MEMSによるカンチレバーの化学センサー応用，マイクロケミカルペ
ンによる細胞解析，微生物による化合物半導体の合成など，基礎的な化学・生
物学分野から最新のAI活用まで多岐の分野にわたり活発に議論されました。ま
たポスター発表では，Award対象86件の中から8件
のPoster Awardが選出され，最終日に授与式が行
われました。
　海外研究者との交流や拠点研究者同士のコミュニ
ケーションが対面で実施され，緊密な連携を図るこ
とができ，本拠点のさらなるグローバル化が期待さ
れるシンポジウムとなりました。

第9回生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウム07

日　時 2024年11月19日（火）13:20 ～ 16:30
場　所 東京科学大学すずかけ台キャンパス
来訪人数 11名
　韓国光州大学より11名の方が，5研究室の施設を
見学されました。

韓国光州大学が研究室の施設見学のため来訪06

2024 9 10 11:00-12:00, R2 6F 
Prof. - -

Institute of Fundamental Technological Research, Polish Academy of Sciences IPPT PAN, 

: 5057,hosoda.h.aa@m.titech.ac.jp

Investigation of Shape Memory Alloys, Polymers and Ti-Nb based Ni-free 
High Elastic Alloys named Gum Metals by Traditional and Innovative Techniques

蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。蔵前工業会は大学との共催で、科学技術に関するセミナーを毎年開催しています。
10月1日、東京科学大学が誕生します。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。10月1日、東京科学大学が誕生します。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。10月1日、東京科学大学が誕生します。そこで今回のテーマは「防災と医療」です。
この社会課題へ取り組まれている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方にこの社会課題へ取り組まれている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方にこの社会課題へ取り組まれている、東京工業大学と東京医科歯科大学の先生方に
ご登壇いただき、最前線での活動についてご講演いただきます。ご登壇いただき、最前線での活動についてご講演いただきます。ご登壇いただき、最前線での活動についてご講演いただきます。
どなたでもご参加いただけます。大学生・高校生・一般のご参加を歓迎いたします。どなたでもご参加いただけます。大学生・高校生・一般のご参加を歓迎いたします。どなたでもご参加いただけます。大学生・高校生・一般のご参加を歓迎いたします。

   多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み多元レジリエンス研究センターの紹介とその取り組み
　　東京工業大学多元レジリエンス研究センター長・教授　　東京工業大学多元レジリエンス研究センター長・教授　　東京工業大学多元レジリエンス研究センター長・教授
　　吉敷 祥一　先生　　吉敷 祥一　先生　　吉敷 祥一　先生
　　　

   災害時のストレスとケア災害時のストレスとケア災害時のストレスとケア
　　東京工業大学リベラルアーツ研究教育院・教授　　東京工業大学リベラルアーツ研究教育院・教授　　東京工業大学リベラルアーツ研究教育院・教授
　　永岑 光恵　先生　　永岑 光恵　先生　　永岑 光恵　先生
　　　

   仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～仲間と共に歩むこれからの災害対策～医療の現場からの提案～
　　東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長　　　東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長　　　東京医科歯科大学病院・病院長補佐、災害危機管理部・部長　
　　植木 穣　先生　　植木 穣　先生　　植木 穣　先生
　　　

   我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは我が国の災害医療の変遷から考える、その本質とは
　　元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士　　元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士　　元厚生労働省DMAT事務局, 東京医科歯科大学卒業医学博士
　　赤星 昂己　先生　　赤星 昂己　先生　　赤星 昂己　先生

　　　
   

　講演会　2024年10月5日(土） 13:00～17:15（受付開始12:30）
                 東工大蔵前会館（東急大岡山駅前） 及び オンライン（Zoom Webinar）　
　交流会　2024年10月5日(土） 17:15～18:15
                  東工大蔵前会館（東急大岡山駅前） 
　講演会参加費：  無料、　交流会参加費：3,000円（学生の方は無料）

　申込方法： 申込フォームよりお申込みください
                       https://www.kuramae.ne.jp/krpe/topics_detail29/id=7708

　申込期日： 2024年10月3日(木)
　　　　　　 会場の席には限りがございます、お早めにお申し込みください

防災と医療防災と医療防災と医療
   主催：一般社団法人 蔵前工業会、共催：国立大学法人 東京科学大学主催：一般社団法人 蔵前工業会、共催：国立大学法人 東京科学大学主催：一般社団法人 蔵前工業会、共催：国立大学法人 東京科学大学
第48回蔵前科学技術セミナー第48回蔵前科学技術セミナー第48回蔵前科学技術セミナー

2024年10月5日(土)  13:00～

申込フォーム

講演会
無料

32  
2024 10 24 10:30-11:30 

R2 6  
 

Lights, Sound, and Action: Multimodal Ultrasound and Photoacoustic Imaging Strategies  
for Pre-clinical and Clinical Applications  

  

Dr. Sri-Rajasekhar (Raj) Kothapalli 
Associate Professor, Department of Biomedical Engineering, Pennsylvania State University 

  
Abstract 
Advanced multimodal imaging techniques offer a powerful means to study complex disease mechanisms in pre-
clinical models and significantly enhance diagnostic and therapeutic outcomes in clinical settings. While 
conventional multimodal imaging modalities such as Magnetic Resonance Imaging, Positron Emission 
Tomography, and X-Ray Computer Tomography have garnered substantial clinical relevance, their bulky nature 
and high cost render them impractical for point-of-care applications. Moreover, these modalities often lack the 
necessary spatiotemporal resolutions to effectively capture dynamic events within living subjects. To address 
these limitations, we have developed novel multimodal optical, ultrasound and photoacoustic imaging systems 
and integrated them with model-based machine learning tools for providing complementary contrasts, scalable 
resolution and enhanced image quality. In this talk, I will present our multimodal imaging results for pre-clinical 
and clinical applications covering cancer, neurological and vascular diseases. This includes (i) first-in-human 
prostate cancer molecular imaging using a transrectal endoscope; (ii) the development of a portable system for 
diagnosing peripheral arterial disease in resource poor settings; (iii) studying brain cancer mechanisms in pre-
clinical rodent models; and (iv) studying mechanisms of ultrasound neuromodulation using multimodal 
microscopy. These biomedical innovations at the interface of multimodal learning and instrumentation enable 
us to pioneer a new era of precision imaging for improved disease understanding and patient care. 
 
Biography: Dr. Raj Kothapalli is an associate professor in the 
Department of Biomedical Engineering and Penn State Cancer 
Institute, at the Pennsylvania State University. He earned his Ph.D. in 
Biomedical Engineering from Washington University in St. Louis in 
2009 under the guidance of Dr. Lihong Wang. From 2009 to 2013, he 
received postdoctoral training from Dr. Sam Gambhir in the Molecular 
Imaging Program at Stanford University. Dr. Kothapalli served as an 
instructor in the Department of Radiology at Stanford University from 
2014 to 2016, during which time he conducted the first-in-human 
photoacoustic prostate imaging studies. Since 2017, he has led the 
BioPhotonics and Ultrasound Imaging lab at Penn State, which focuses 
on developing novel multimodal imaging strategies combining optical, 
ultrasound and photoacoustic technologies. Dr. Kothapalli was 
awarded the Hamalainen Peter Michael Postdoctoral Fellowship from 
the Sir Peter Michael Foundation (2009 to 2012), the K99-R00 NIH 
Pathway to Independence award in 2014, and the NSF CAREER award in 2023. 

 

日　時 2024年12月20日（金）　13:40～18:30
場　所 東京科学大学 すずかけ台キャンパスR2棟
参加者 東京科学大学未来産業技術研究所
 東北大学大学院歯学研究科
参加人数 42名
　東北大学歯学研究科より19名が参加し，
3研究室の見学を行った。
　その後，13名の若手研究者がショートプレゼ
ンテーションとポスター発表を行い，すぐれた研
究者2名がポスター賞に選出された。

東北大学歯学研究科―東京工業大学未来研との研究連携事業（IDEA）
2024年東京科学大学 未来研見学会08

Program 
 
 
 11:30!" " " Check-in/Registration at Reception Desk 

 
 
 
12:40!12:45  Opening Remarks: Kazuyuki Hizume, President, Shizuoka University 
12:45!12:50  Greeting: Koji Yanagisawa, Director - University Research Facilitation  

Division, Research Promotion Bureau, MEXT 
 12:50!13:00  Introduction of Research Center for Biomedical Engineering:  
                       Hiroyuki Kagechika, Director of Laboratory for Biomaterials and  

Bioengineering, Institute of Science Tokyo 
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Opening Session              Chair: Masakazu Kimura, Shizuoka University 

Session A          Chair: Yoshikazu Nakajima, LBB, Institute of Science Tokyo 

15:00!16:30  Poster Session 1 & Coffee Break"

Session B              Chair: Masato Sone, FIRST, Institute of Science Tokyo 

Networking                 Chair: Masanori Koshimizu, Shizuoka University 

14:30!15:00  Photo Session"
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Session C                    Chair: Shin-Ichiro Kuroki, Hiroshima University 

10:30!13:30  Poster Session 2 & 3 + Lunch Break

Session D                      Chair: Wataru Inami, Shizuoka University 
 

Closing Session             Chair: Masanori Koshimizu, Shizuoka University 

 
Lab. for Future Interdisciplinary Research of Science and Technology (FIRST), 

Institute of Integrated Research (IIR), 
Institute of SCIENCE TOKYO, 

J3-12, 4259 Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama, 226-8503 JAPAN 

 [ Open Laboratory ] 
Date: November 19, 2024 (Tuesday) 13:20 AM ~ 4:30 PM 
Venue: Institute of SCIENCE TOKYO (Suzukakedai Campus) 
Organizer: Prof. Joon-wan KIM, FIRST, IIR, Institute of SCIENCE TOKYO 
 

[ Program ] 

Location: Suzukakedai Campus (4259 Nagatsuta-cho, Midori-ku, Yokohama, JAPAN) 
1. Short Meeting with the Director of FIRST (Prof. Hideki Hosoda) 

R2 1 OCS  
13:20~13:30: Welcome message from Prof. Hosoda and group photo 

2. Nisisako Laboratory at FIRST, IIR R2 C 1 111  
13:30~13:50: Laboratory tour 
13:50~13:55: Q&A session 

3. Sekiguchi Laboratory at FIRST, IIR R2 C 2 202  
14:00~14:20 : Laboratory tour 
14:20~14:25: Q&A session 

4. Design and Manufacturing Division R2 A 1  
14:30~14:50 : Laboratory tour 
14:50~14:55: Q&A session 

5. Semiconductor and MEMS Processing Division, R3-D 3  
15:00~15:20: Laboratory tour 
15:20~15:25: Q&A session 

6. J.W. KIM Laboratory at FIRST, IIR J3 12  
15:30~15:50: Laboratory tour 
15:50~15:55: Q&A session 

7. Review and Closing 2 Kitchen MOTOTECH  
16:00~16:30: Review and discussion  

 

 

 

 

13:40～ 開会の挨拶（細田秀樹未来研所長） 

 本日の概要説明（沖野先生） 

14:00～14:30 ツアー研究室の紹介プレゼンテーション 

14:30～-15:00 ①曽根･Chang研究室（R2-C棟107号室） 

15:00～15:30 ②田原麻梨江研究室（R2棟715号室） 

15:30～16:00 ③石田忠研究室（G5棟9階909号室） 

16:00～16:15 休憩 

16:15～16:30 写真撮影（R2棟玄関） 

16:30～17:00 若手ポスターショートプレゼンテーション（2分×13件（東北大７，科学大6）） 

東北大  ：日原大貴，原田芙太巴，MOE SANDAR KYAW 

渡辺隼，互野亮，長﨑敦洋，有馬明香 

東京科学大：杉田直広，栗岡智行，八井田朱音，大井梓，相川洋平，鈴木左文 

17:00～18:20 若手ポスターセッション（12件）兼 意見交換会（飲み物，軽食あり） 

18:00頃 大竹尚登 東京科学大理事長よりZoomでご挨拶 

https://zoom.us/j/95587268753?pwd=2PyChOKxmxUO3paKPeDQUXJ1RZQutS.1 

ミーティング ID: 955 8726 8753 パスコード: vzBSn8 

18:20 ポスター賞表彰式 

18:25 閉会の挨拶（小坂健 歯学研究科長） 
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　2024年7月1日付でナノセンシング研究ユニットと未来
産業技術研究所の教授として着任いたしました。専門は半
導体集積回路とその応用技術で，NEDOやJST，総務省の国
プロで，CMOS無線通信回路や，超高感度MEMS加速度セ
ンサ，低位相雑音発振器技術，家畜用Edge-AIシステムな
どを研究してきています。また，2020年に集積回路設計の
ベンチャーを起業するなど，社会実装にも力を入れていま
す。半導体集積回路は社会基盤や安全保障に直結する極め
て重要な戦略技術ですが，日本は技術力低下や人材枯渇と
いった課題が顕在化しています。私は「人」が全てであると
考えており，優れた研究者・技術者を輩出してきている東工
大，そして東京科学大学が，この状況を打破する鍵になる
と信じています。学内外との連携を強めながら，より優れ
た研究成果を創出するよう努め，人材・後継者育成にも力を
入れていく所存です。今後ともご指導ご鞭撻の程，何卒よ
ろしくお願い致します。

電 子機能システム研究コア 
伊藤 浩之　教授

　2024年8月1日付で未来産業技術研究所の教授に昇任いたしまし
た。学生時代より光と電波の中間のテラヘルツ帯電磁波を発生させる
化合物半導体の電子デバイスの研究を継続して行ってきました。助教，
准教授の際にはデバイスの研究だけでなくデバイスを活用した無線通
信やレーダーなどのテラヘルツ応用の研究に手をひろげ，横ではなく
縦に広い研究を展開しました。昇任にあたり，従来の電子デバイスの
枠組みを超えるべく，電子デバイスに光技術による制御を取り入れた
り，シリコン回路とのハイブリットによる新たなデバイスの開発を目
指したり，テラヘルツを用いた医工連携を模索するなど，自身のデバ
イスを基軸に全方位に広い研究を展開できればと思っています。引き
続きよろしくお願いいたします。

量 子ナノエレクトロニクス研究コア
鈴木 左文　教授

　令和6年8月1日より未来産業技術研究所（FIRST）に特任助教とし
て再着任いたしましたドブロユ・アドリアンです。以前平成30年4月 
からもFIRST着任いたしました。鈴木左文先生の研究室で共鳴トン
ネルダイオードをテラヘルツ光源として利用し，レーダー，イメー
ジング，通信，センシングの応用を研究しております。テラヘルツ
イメージング・センシング及び光学全般の研究を母国のルーマニアや
日本（理化学研究所，東北大学など）で長年行ってきており，この新
たに始めた取り組みに役立つことを望んでおります。新しい同僚と
共同するのを楽しみにしております。

量 子ナノエレクトロニクス研究コア
DOBROIU Adrian　助教（特任）

　2024年9月1日付で，未来産業技術研究所及び社会情報流通基盤研究
センターの教授に昇任し、10月1日より融合価値共創研究センター及び
未来産業技術研究所の所属となっております。医用画像処理や医用情報
システムの研究に取り組んでおりますが，特に医用情報システムについ
ては，オンライン保険資格確認をマイナンバーカードによる実施するた
めの機能を考案・実装するなど，社会実装を意識した研究を行っています。
10月からは新たな体制で，医療系の先生方と連携して，医療機関や家庭
内で発生するあらゆる医療・健康データを個人に紐づけて管理し，本人同
意のもとで有効活用することができる次世代の医療情報システム基盤構
築に向けた研究を進めていきます。引き続き，ご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願いいたします。

情 報イノベーション研究コア
小尾 高史　教授

　2024年7月1日付でナノ空間触媒研究ユニット，未来産
業技術研究所の教授として着任いたしました。これまで一
貫してゼオライトをはじめとするナノ空間材料の合成と触
媒応用に関する研究を重ねてきました。これまで在来型，
非在来型も含め多様な炭素資源を環境に調和するグリーン
な手法により有用化学品に高選択率・高効率に変換可能な革
新的な「ナノ空間触媒」の創製ならびに触媒プロセスの開発
を行ってきました。今後も持続可能なエネルギー・化学産業
の構築を視野に，原料の脱化石資源化を可能にするゼオラ
イト触媒プロセスを開発し，カーボンニュートラルの実現
に貢献していきたいと思っています。ゼオライトを中心に
ナノ空間材料の研究，ならびに教育になお一層精進いたす
所存でございます。今後ともどうぞよろしくお願い致しま
す。

ナノ空間触媒研究コア
横井 俊之　教授

伊藤浩之研究室
http://ateal.jp/

鈴木左文研究室
http://www.pe.titech.ac.jp/SuzukiLab/

横井俊之研究室
http://www.nc.iir.titech.ac.jp

小尾高史研究室
http://www-obi.isl.titech.ac.jp/

鈴木左文研究室
http://www.pe.titech.ac.jp/SuzukiLab/
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新任教員紹介
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表彰・受賞（2024.6 ～ 2024.12)
▼西迫研究室　Ze Jiang〔Ｄ２〕　化学とマイクロナノシス
テム学会第49回研究会「優秀発表賞」「Cell separation 
in a thermo-responsive deterministic lateral dis-
placement device」 （2024年6月2日)

▼小山二三夫特任教授／名誉教授　電子情報通信学会「第
85回（2023年度)電子情報通信学会功績賞」
 （2024年6月6日)

▼吉敷研究室　Mey Sometrey〔Ｄ２〕 　The 8th Joint 
Workshop「Best Paper Award」「Deformation Ca-
pacity Assessment of Steel Beam-end Connections 
under Cyclic Loading Histories」
 （2024年6月7日)

▼吉敷研究室　平野一郎〔Ｄ３〕　The 8th Joint Workshop
「Best Paper Award」「Structural Behavior and Low 
Cycle Fatigue Characteristics of Suspension Sup-
port Member for Building Equipment」 
 （2024年6月7日)

▼沖野研究室　福智魁〔Ｄ１〕　プラズマ分光分析研究会
2024筑波セミナー「RSC-JAAS Poster Prize（第一位)」
「メタルサイトメーターのための細胞試料導入システムの
開発」 （2024年7月3日)

▼沖野研究室　清水祐哉〔Ｄ２〕　プラズマ分光分析研究会
2024筑波セミナー「優秀発表賞」「石英ガラス製マイクロ
プラズマ励起源のガス流量依存性」　　 （2024年7月3日)

▼沖野研究室　廣瀬大稀〔Ｂ４〕　プラズマ分光分析研究会
2024筑波セミナー「フラッシュプレゼンテーション賞」「二
層誘電相バリア放電を用いた塗装溶媒トルエンの分解処
理」 （2024年7月3日)

▼沖野研究室　大澤泰樹〔Ｄ２〕 2nd Joint Seminar on 
Plasma and Elemental Research/4th BioNI meeting
「Outstanding Presentation Award」「ガスボンベフリー
な水蒸気プラズマジェットの開発」　　 （2024年7月19日)

▼鈴木賢治教授（応用AI研究コア)　日本医用画像工学会「功
績賞」「多層ニューラルネットを用いた医用画像工学の先駆
的研究」 （2024年8月6日)

▼沖野研究室　櫻田尚月〔Ｂ４〕　電気学会東京支部カンファ
レンス学生研究発表会「優秀発表賞」「異種気体で生成した
プラズマの同時照射による金属の親水化処理実験」　　 
 （2024年8月23日)

▼細田・田原研究室　五十嵐壮日子〔Ｍ２〕　本学の修士中間
発表会「優秀発表賞」「Ti-Cr-Sn超弾性合金の機械的性質に
及ぼす時効の影響」 （2024年8月30日)

▼細田・田原研究室　尾崎滉一〔Ｍ２〕　本学の修士中間発表
会「優秀発表賞」「深層学習による高精度な結晶粒界抽出の
ための転移学習手法の」 （2024年8月30日)

▼沖野研究室　大澤泰樹〔Ｄ２〕    　The Society of Pure 
and Applied Coordination Chemistry（SPACC)「The 
SPACC Young Investigator Award 2024」「Evalua-
tion of inactivation effect and safety of plasma 
bubble water for application to living organisms」 
 （2024年9月5日)

▼藤澤克樹教授（デジタルツイン研究ユニット) 
　IEOM Society International「Outstanding Professor 
in Smart Factory Award」 （2024年9月12日)

▼細田・田原研究室　尾崎滉一〔Ｍ２〕　日本金属学会2024
年秋期講演大会「優秀ポスター賞」「純Tiを例とした高精度
結晶粒界抽出のための模倣画像の自動生成と転移学習手
法の構築」 （2024年9月19日)

▼細田・田原研究室　晝間悠斗〔Ｂ４〕　日本金属学会2024年
秋期講演大会「優秀ポスター賞」「Ti-Nb-Al 形状記憶合金
におけるマルテンサイ ト逆変態のSEM-DIC解析」 
 （2024年9月19日)

▼吉敷研究室　桑原歩実〔Ｍ２〕　2024年度日本建築学会大
会（関東)「若手優秀発表賞」「側方破壊した露出柱脚に対す
る被災後補修　その１　損傷実験」 （2024年9月25日)

▼小山研究室　Hameeda R. Ibrahim研究員ら MOC2024
「MOC Paper Award」「Over 140Gbps Direct Modu-
lation of Single-mode 1060nm Metal Aperture 
Coupled Cavity VCSELs」 （2024年10月2日)

▼吉敷研究室　須藤弘暉〔2023年度修士課程修了〕　2024
年度日本建築学会大会「若手優秀発表賞」「床用免震エキス
パンションジョイントの衝撃力に関する実験　その5：時刻
歴応答解析による衝突速度の推定」 （2024年10月10日)

▼吉敷研究室　野田悠生〔Ｍ２〕　2024年度日本建築学会大
会「若手優秀発表賞」「球面すべり支承の静止摩擦係数およ
び動摩擦係数に関する基礎実験　その2：実験結果と考察」 
 （2024年10月10日)

▼佐藤大樹研究室　Razelle Dennise Soriano〔Ｄ３〕
　2024年度日本建築学会大会「若手優秀発表賞」「Wind 
Force Estimation on a Nonlinear Base Isolated 
Building by Equivalent-Input-Disturbance (EID) 
Method」 （2024年10月10日)

▼佐藤大樹研究室　滿田悠斗〔2024年3月修士課程修了〕　
2024年度日本建築学会大会「若手優秀発表賞」「オイルダ
ンパーの設置率が超高層制振建物の設計精度に及ぼす影
響」 （2024年10月10日)

▼中村研究室　國分愁〔Ｍ２〕　光ファイバ応用技術（OFT)研
究会「学生ポスター奨励賞最優秀賞」「FBGを用いた
Hot-fiber風速センサの検討」 （2024年10月11日)

▼長谷川研究室　徐云岫〔Ｄ２〕ら　AsiaHaptics 2024「The 
Best Demonstration Awards-Bronze」「Finger-
nai l -Based Tangential  Force Simulat ion for 
Enhanced Dexterous Manipulation in Virtual Reali」  
 （2024年10月30日)

▼沖野研究室　太原誠也〔Ｍ１〕　プラズマ分光分析研究会第
4回若手会講演会「Outstanding Presentation Award」
「注射プラズマプローブにおける薬剤分子輸送条件の検討」 
 （2024年11月1日)

▼細田・田原研究室　泉圭〔Ｍ２〕　日本チタン学会「最優秀ポ
スター賞」「β-Ti合金単結晶における応力誘起マルテンサイ 
ト組織の結晶方位依存性」 （2024年11月1日）

▼細田・田原研究室　尾崎滉一〔Ｍ２〕　日本チタン学会「最優
秀ポスター賞」「結晶粒界の高精度抽出のための転移学習
手法の構築」 （2024年11月1日）

▼曽根・Chang研究室　芝田和拓〔Ｍ２〕　台湾電化学学会
「Best Award」「Electroless plating of Ni-P/Nylon 
Fiber by Supercritical CO₂ Catalyzation toward 
Weavable Devices」 （2024年11月9日)

▼曽根・Chang研究室　王俊安〔Ｍ２〕　台湾電化学学会
「Excellent Award」「Enhancing the Efficacy of 
Organic Dye Degradation using Gold-Decorated 
ZnFe204 Nanocrystals under Visible Light Irradia-
tion」　 （2024年11月9日)

※いずれも受賞時所属

メディア
▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　講演に関する記事が
「週刊鋼構造ジャーナル」に掲載 （2024年6月3日)

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　ドローンを活用した
火山調査について複数のメディアで紹介
  （2024年6月26日)

▼横井俊之教授（ナノ空間触媒研究コア）　研究成果が，「日
本経済新聞」に掲載 （2024年7月2日)

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　開発に携った実大免
震試験機（E-アイソレーション）に関する「世界初の試験機に
よる免震認証制度が始動」の記事が「日本経済新聞」に掲載
 （2024年7月10日)

▼中本高道教授（知能化工学研究コア）　BSテレビ東京「いま
からサイエンス～匂いを科学する」において研究を紹介
 （2024年8月14日)

▼吉敷研究室　亀川倫太郎〔Ｍ２〕　鋼構造シンポジウム
2024「優秀論文発表賞」「高力ボルト接合によるブレース新
設型耐震補強法の実験」 （2024年11月14日)

▼吉敷研究室　釘本弥夕〔Ｍ２〕　鋼構造シンポジウム2024
「優秀論文発表賞」「ボード仕様の異なるLGS壁の面内・面外
複合挙動に関する実験」 （2024年11月14日)

▼吉敷研究室　坂本博輝〔Ｍ１〕　鋼構造シンポジウム2024
「優秀論文発表賞」「高力ボルト接合による耐震補強を目的
とした H形鋼柱ウェブ-ブレース接合部の耐力評価」
 （2024年11月14日)

▼進士研究室　山本真也〔Ｄ１〕　第33回MAGDAコンファレ
ンス「MAGDA優秀ポスター講演論文賞」「キャビテーション
を用いた経皮薬物送達用ポータブルデバイス」
 （2024年 11月19日 )

▼伊賀健一栄誉教授　大川情報通信基金「2024年度大川
賞」「面発光レーザー：創案と先導的研究、それによる超高
速情報交換・センシングを中心とする新しいフォトニクス創
出への多大なる貢献」 （2024年11月20日)

▼進士研究室　He Zeqiang〔Ｄ３〕　ICMT 2024「Best Paper 
Award」「A Single-drive Bearingless Motor for Percu-
taneous Axial Flow Pump」 （2024年11月21日)

▼和田有司助教（電子機能システム研究コア)　USE2024
「奨励賞」「超音波浮揚させたチップ部品周囲の音響流解析」
 （2024年 11月26日 )

▼金研究室　大友泰輝〔Ｄ４〕　第9回生体医歯工学共同研究
拠点国際シンポジウム「Young Researchers Presentation 
Award」「Microdevice Design for Reproducing Dy-
namic Environments in High-Frequency Oscillatory 
Ventilation（HFOV)」 （2024年12月4日)

▼沖野研究室　大澤泰樹〔Ｄ２〕　第9回生体医歯工学共同
研 究 拠 点 国 際 シン ポ ジ ウム「Young Researchers 
Presentation Award」「Disinfection effect of atmo-
spheric  p lasma bubbled -up water  against 
attached bacteria on baby bottle nipples」
 （2024年12月4日)

▼八井田朱音特任助教（電子機能システム研究コア)　第9回
生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウム「Young 
Researchers Presentation Award」「Simultaneous 
multi-element analysis in single cells using induc-
tively coupled plasma time-of-flight mass spec-
trometer with cell sorter」 （2024年12月4日)

▼野平直希助教（先端材料研究コア）　2024MRS Fall 
Meeting & Exhibit「Best Poster Award」「Isothermal 
ω and α″ Phase Evolution and Mechanical Behav-
ior of Aged Ti-Al-Mo Shape Memory Alloys」 
 （2024年12月6日）

▼細田・田原研究室　泉圭〔Ｍ２〕　日本金属学会第7回第7分
野講演会「優秀ポスター賞」「Ti-Mo-Al生体用超弾性合金に
おける応力誘起マルテンサイト組織の形成」 
 （2024年12月7日）

▼細田・田原研究室　小野晃生〔Ｍ１〕　日本金属学会第7回
第7分野講演会「奨励ポスター賞」「Ti-Ni形状記憶合金単結
晶を用いた応力誘起マルテンサイトの結晶学的解析」 
 （2024年12月7日）

▼細田・田原研究室　藤野匡〔Ｍ１〕　日本金属学会第7回第7
分野講演会「奨励ポスター賞」「Ni-Mn-Ga単結晶／軟強磁
性体粒子／ポリマー複合材料における粒子体積分率の評
価」 （2024年12月7日）

▼黒澤未來助教（都市防災研究コア）　2024年度フロンティ
ア研究所　若手研究者発表会「優秀講演賞」「建設現場にお
ける人手不足の課題解決に向けた実験的取り組み」 
 （2024年12月10日）

▼沖野研究室　安東侑吾〔Ｍ１〕　日本分析化学会　令和6年
度分析イノベーション交流会「若手ポスター賞」「セルソー
ターとICP-TOF-MSを用いた単一細胞内多元素分析装置」 
 （2024年12月24日）

▼佐藤大樹研究室　李ミンフェイ〔Ｄ２〕　日本建築学会大会
学術講演会「若手優秀発表賞」「中国式グリッドシステム天井
の衝突現象に対する数値解析研究」　（2024年12月26日）

▼佐藤大樹研究室　柳屋早延〔2024年3月修士課程修了〕　
日本建築学会大会学術講演会「若手優秀発表賞」「超高層免
震建物の複数地震観測に基づくLGS間仕切り壁の振動数の
分析」 （2024年12月26日）

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　草津白根山での取
り組みが複数のメディアで紹介　　　　 （2024年9月4日)

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　日本建築学会大会に
おいて発表した能登半島地震の被害報告の記事が「週刊鋼
構造ジャーナル」に掲載 （2024年9月9日)

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　火山研究への取り
組みがメディアで紹介 （2024年10月11日)

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　基調講演を行った能
登半島地震における被害調査の記事が「週刊鋼構造ジャー
ナル」に掲載 （2024年11月4日）

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　火山研究への取り
組みが複数の紙面で紹介 （2025年1月9日～ 11日）

13     FIRST NEWS  No.17  January,  2025



表彰・受賞（2024.6 ～ 2024.12)
▼西迫研究室　Ze Jiang〔Ｄ２〕　化学とマイクロナノシス
テム学会第49回研究会「優秀発表賞」「Cell separation 
in a thermo-responsive deterministic lateral dis-
placement device」 （2024年6月2日)

▼小山二三夫特任教授／名誉教授　電子情報通信学会「第
85回（2023年度)電子情報通信学会功績賞」
 （2024年6月6日)

▼吉敷研究室　Mey Sometrey〔Ｄ２〕 　The 8th Joint 
Workshop「Best Paper Award」「Deformation Ca-
pacity Assessment of Steel Beam-end Connections 
under Cyclic Loading Histories」
 （2024年6月7日)

▼吉敷研究室　平野一郎〔Ｄ３〕　The 8th Joint Workshop
「Best Paper Award」「Structural Behavior and Low 
Cycle Fatigue Characteristics of Suspension Sup-
port Member for Building Equipment」 
 （2024年6月7日)

▼沖野研究室　福智魁〔Ｄ１〕　プラズマ分光分析研究会
2024筑波セミナー「RSC-JAAS Poster Prize（第一位)」
「メタルサイトメーターのための細胞試料導入システムの
開発」 （2024年7月3日)

▼沖野研究室　清水祐哉〔Ｄ２〕　プラズマ分光分析研究会
2024筑波セミナー「優秀発表賞」「石英ガラス製マイクロ
プラズマ励起源のガス流量依存性」　　 （2024年7月3日)

▼沖野研究室　廣瀬大稀〔Ｂ４〕　プラズマ分光分析研究会
2024筑波セミナー「フラッシュプレゼンテーション賞」「二
層誘電相バリア放電を用いた塗装溶媒トルエンの分解処
理」 （2024年7月3日)

▼沖野研究室　大澤泰樹〔Ｄ２〕 2nd Joint Seminar on 
Plasma and Elemental Research/4th BioNI meeting
「Outstanding Presentation Award」「ガスボンベフリー
な水蒸気プラズマジェットの開発」　　 （2024年7月19日)

▼鈴木賢治教授（応用AI研究コア)　日本医用画像工学会「功
績賞」「多層ニューラルネットを用いた医用画像工学の先駆
的研究」 （2024年8月6日)

▼沖野研究室　櫻田尚月〔Ｂ４〕　電気学会東京支部カンファ
レンス学生研究発表会「優秀発表賞」「異種気体で生成した
プラズマの同時照射による金属の親水化処理実験」　　 
 （2024年8月23日)

▼細田・田原研究室　五十嵐壮日子〔Ｍ２〕　本学の修士中間
発表会「優秀発表賞」「Ti-Cr-Sn超弾性合金の機械的性質に
及ぼす時効の影響」 （2024年8月30日)

▼細田・田原研究室　尾崎滉一〔Ｍ２〕　本学の修士中間発表
会「優秀発表賞」「深層学習による高精度な結晶粒界抽出の
ための転移学習手法の」 （2024年8月30日)

▼沖野研究室　大澤泰樹〔Ｄ２〕    　The Society of Pure 
and Applied Coordination Chemistry（SPACC)「The 
SPACC Young Investigator Award 2024」「Evalua-
tion of inactivation effect and safety of plasma 
bubble water for application to living organisms」 
 （2024年9月5日)

▼藤澤克樹教授（デジタルツイン研究ユニット) 
　IEOM Society International「Outstanding Professor 
in Smart Factory Award」 （2024年9月12日)

▼細田・田原研究室　尾崎滉一〔Ｍ２〕　日本金属学会2024
年秋期講演大会「優秀ポスター賞」「純Tiを例とした高精度
結晶粒界抽出のための模倣画像の自動生成と転移学習手
法の構築」 （2024年9月19日)

▼細田・田原研究室　晝間悠斗〔Ｂ４〕　日本金属学会2024年
秋期講演大会「優秀ポスター賞」「Ti-Nb-Al 形状記憶合金
におけるマルテンサイ ト逆変態のSEM-DIC解析」 
 （2024年9月19日)

▼吉敷研究室　桑原歩実〔Ｍ２〕　2024年度日本建築学会大
会（関東)「若手優秀発表賞」「側方破壊した露出柱脚に対す
る被災後補修　その１　損傷実験」 （2024年9月25日)

▼小山研究室　Hameeda R. Ibrahim研究員ら MOC2024
「MOC Paper Award」「Over 140Gbps Direct Modu-
lation of Single-mode 1060nm Metal Aperture 
Coupled Cavity VCSELs」 （2024年10月2日)

▼吉敷研究室　須藤弘暉〔2023年度修士課程修了〕　2024
年度日本建築学会大会「若手優秀発表賞」「床用免震エキス
パンションジョイントの衝撃力に関する実験　その5：時刻
歴応答解析による衝突速度の推定」 （2024年10月10日)

▼吉敷研究室　野田悠生〔Ｍ２〕　2024年度日本建築学会大
会「若手優秀発表賞」「球面すべり支承の静止摩擦係数およ
び動摩擦係数に関する基礎実験　その2：実験結果と考察」 
 （2024年10月10日)

▼佐藤大樹研究室　Razelle Dennise Soriano〔Ｄ３〕
　2024年度日本建築学会大会「若手優秀発表賞」「Wind 
Force Estimation on a Nonlinear Base Isolated 
Building by Equivalent-Input-Disturbance (EID) 
Method」 （2024年10月10日)

▼佐藤大樹研究室　滿田悠斗〔2024年3月修士課程修了〕　
2024年度日本建築学会大会「若手優秀発表賞」「オイルダ
ンパーの設置率が超高層制振建物の設計精度に及ぼす影
響」 （2024年10月10日)

▼中村研究室　國分愁〔Ｍ２〕　光ファイバ応用技術（OFT)研
究会「学生ポスター奨励賞最優秀賞」「FBGを用いた
Hot-fiber風速センサの検討」 （2024年10月11日)

▼長谷川研究室　徐云岫〔Ｄ２〕ら　AsiaHaptics 2024「The 
Best Demonstration Awards-Bronze」「Finger-
nai l -Based Tangential  Force Simulat ion for 
Enhanced Dexterous Manipulation in Virtual Reali」  
 （2024年10月30日)

▼沖野研究室　太原誠也〔Ｍ１〕　プラズマ分光分析研究会第
4回若手会講演会「Outstanding Presentation Award」
「注射プラズマプローブにおける薬剤分子輸送条件の検討」 
 （2024年11月1日)

▼細田・田原研究室　泉圭〔Ｍ２〕　日本チタン学会「最優秀ポ
スター賞」「β-Ti合金単結晶における応力誘起マルテンサイ 
ト組織の結晶方位依存性」 （2024年11月1日）

▼細田・田原研究室　尾崎滉一〔Ｍ２〕　日本チタン学会「最優
秀ポスター賞」「結晶粒界の高精度抽出のための転移学習
手法の構築」 （2024年11月1日）

▼曽根・Chang研究室　芝田和拓〔Ｍ２〕　台湾電化学学会
「Best Award」「Electroless plating of Ni-P/Nylon 
Fiber by Supercritical CO₂ Catalyzation toward 
Weavable Devices」 （2024年11月9日)

▼曽根・Chang研究室　王俊安〔Ｍ２〕　台湾電化学学会
「Excellent Award」「Enhancing the Efficacy of 
Organic Dye Degradation using Gold-Decorated 
ZnFe204 Nanocrystals under Visible Light Irradia-
tion」　 （2024年11月9日)

※いずれも受賞時所属

メディア
▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　講演に関する記事が
「週刊鋼構造ジャーナル」に掲載 （2024年6月3日)

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　ドローンを活用した
火山調査について複数のメディアで紹介
  （2024年6月26日)

▼横井俊之教授（ナノ空間触媒研究コア）　研究成果が，「日
本経済新聞」に掲載 （2024年7月2日)

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　開発に携った実大免
震試験機（E-アイソレーション）に関する「世界初の試験機に
よる免震認証制度が始動」の記事が「日本経済新聞」に掲載
 （2024年7月10日)

▼中本高道教授（知能化工学研究コア）　BSテレビ東京「いま
からサイエンス～匂いを科学する」において研究を紹介
 （2024年8月14日)

▼吉敷研究室　亀川倫太郎〔Ｍ２〕　鋼構造シンポジウム
2024「優秀論文発表賞」「高力ボルト接合によるブレース新
設型耐震補強法の実験」 （2024年11月14日)

▼吉敷研究室　釘本弥夕〔Ｍ２〕　鋼構造シンポジウム2024
「優秀論文発表賞」「ボード仕様の異なるLGS壁の面内・面外
複合挙動に関する実験」 （2024年11月14日)

▼吉敷研究室　坂本博輝〔Ｍ１〕　鋼構造シンポジウム2024
「優秀論文発表賞」「高力ボルト接合による耐震補強を目的
とした H形鋼柱ウェブ-ブレース接合部の耐力評価」
 （2024年11月14日)

▼進士研究室　山本真也〔Ｄ１〕　第33回MAGDAコンファレ
ンス「MAGDA優秀ポスター講演論文賞」「キャビテーション
を用いた経皮薬物送達用ポータブルデバイス」
 （2024年 11月19日 )

▼伊賀健一栄誉教授　大川情報通信基金「2024年度大川
賞」「面発光レーザー：創案と先導的研究、それによる超高
速情報交換・センシングを中心とする新しいフォトニクス創
出への多大なる貢献」 （2024年11月20日)

▼進士研究室　He Zeqiang〔Ｄ３〕　ICMT 2024「Best Paper 
Award」「A Single-drive Bearingless Motor for Percu-
taneous Axial Flow Pump」 （2024年11月21日)

▼和田有司助教（電子機能システム研究コア)　USE2024
「奨励賞」「超音波浮揚させたチップ部品周囲の音響流解析」
 （2024年 11月26日 )

▼金研究室　大友泰輝〔Ｄ４〕　第9回生体医歯工学共同研究
拠点国際シンポジウム「Young Researchers Presentation 
Award」「Microdevice Design for Reproducing Dy-
namic Environments in High-Frequency Oscillatory 
Ventilation（HFOV)」 （2024年12月4日)

▼沖野研究室　大澤泰樹〔Ｄ２〕　第9回生体医歯工学共同
研 究 拠 点 国 際 シン ポ ジ ウム「Young Researchers 
Presentation Award」「Disinfection effect of atmo-
spheric  p lasma bubbled -up water  against 
attached bacteria on baby bottle nipples」
 （2024年12月4日)

▼八井田朱音特任助教（電子機能システム研究コア)　第9回
生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウム「Young 
Researchers Presentation Award」「Simultaneous 
multi-element analysis in single cells using induc-
tively coupled plasma time-of-flight mass spec-
trometer with cell sorter」 （2024年12月4日)

▼野平直希助教（先端材料研究コア）　2024MRS Fall 
Meeting & Exhibit「Best Poster Award」「Isothermal 
ω and α″ Phase Evolution and Mechanical Behav-
ior of Aged Ti-Al-Mo Shape Memory Alloys」 
 （2024年12月6日）

▼細田・田原研究室　泉圭〔Ｍ２〕　日本金属学会第7回第7分
野講演会「優秀ポスター賞」「Ti-Mo-Al生体用超弾性合金に
おける応力誘起マルテンサイト組織の形成」 
 （2024年12月7日）

▼細田・田原研究室　小野晃生〔Ｍ１〕　日本金属学会第7回
第7分野講演会「奨励ポスター賞」「Ti-Ni形状記憶合金単結
晶を用いた応力誘起マルテンサイトの結晶学的解析」 
 （2024年12月7日）

▼細田・田原研究室　藤野匡〔Ｍ１〕　日本金属学会第7回第7
分野講演会「奨励ポスター賞」「Ni-Mn-Ga単結晶／軟強磁
性体粒子／ポリマー複合材料における粒子体積分率の評
価」 （2024年12月7日）

▼黒澤未來助教（都市防災研究コア）　2024年度フロンティ
ア研究所　若手研究者発表会「優秀講演賞」「建設現場にお
ける人手不足の課題解決に向けた実験的取り組み」 
 （2024年12月10日）

▼沖野研究室　安東侑吾〔Ｍ１〕　日本分析化学会　令和6年
度分析イノベーション交流会「若手ポスター賞」「セルソー
ターとICP-TOF-MSを用いた単一細胞内多元素分析装置」 
 （2024年12月24日）

▼佐藤大樹研究室　李ミンフェイ〔Ｄ２〕　日本建築学会大会
学術講演会「若手優秀発表賞」「中国式グリッドシステム天井
の衝突現象に対する数値解析研究」　（2024年12月26日）

▼佐藤大樹研究室　柳屋早延〔2024年3月修士課程修了〕　
日本建築学会大会学術講演会「若手優秀発表賞」「超高層免
震建物の複数地震観測に基づくLGS間仕切り壁の振動数の
分析」 （2024年12月26日）

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　草津白根山での取
り組みが複数のメディアで紹介　　　　 （2024年9月4日)

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　日本建築学会大会に
おいて発表した能登半島地震の被害報告の記事が「週刊鋼
構造ジャーナル」に掲載 （2024年9月9日)

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　火山研究への取り
組みがメディアで紹介 （2024年10月11日)

▼吉敷祥一教授（都市防災研究コア）　基調講演を行った能
登半島地震における被害調査の記事が「週刊鋼構造ジャー
ナル」に掲載 （2024年11月4日）

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　火山研究への取り
組みが複数の紙面で紹介 （2025年1月9日～ 11日）
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▼吉敷祥一准教授（都市防災研究コア）国土交通省ホームページ 
 （2021年3月30日）

▼吉村奈津江准教授（知能化工学研究コア）　JST NEWS
 （2021年4月1日）

編集後記
　2024年10月に東京科学大学が誕生して，初めてのFIRST NEWSを皆様にお届けいたします。細田秀樹所長の巻頭言に
もあるように，二つの大学が一つになった新しい大学では医工連携がこれまで以上に活発化することが期待され，理工系と
医学歯学系のシーズ・ニーズが出会うチャンスも確実に増えると思われます。とはいえそのような果実は一朝一夕に得られる
わけではなく，それぞれの研究コアや研究拠点で活動している学生や研究員，教職員の日々の取り組みの賜物なのだと考え
ています。FIRST NEWS No.17の担当として，本研究所関係者の生き生きとした活動や優れた成果を皆様にご報告させて
いただけることを嬉しく思います。定期的な情報発信は，継続的な活動の報告を行うというだけでなく，発信元の認知度や
信頼性を向上させる，という効果があると思います。FIRST NEWSはこれからも皆様に「お！」「いいね」と思っていただける
未来産業技術研究所の果実をお届けしてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
    　　　　 文責：齊藤卓志（協働研究拠点コマツ革新技術共創研究所・教授）

プレスリリース
▼藤澤克樹教授（デジタルツイン研究ユニット）　スーパーコン
ピュータ「富岳」を用いてGraph500の世界第1位を獲得
 （2024年5月21日）

▼Tso-Fu Mark Chang准教授（先端材料研究コア）　マルチフェ
ロイック光触媒ナノ粒子による有機染料の高効率分解を確認
 （2024年5月23日）

▼白根篤史准教授（量子ナノエレクトロニクス研究コア）　5.7 
GHz帯無線給電で動作するミリ波帯5G中継器を実現 
 （2024年6月17日）

▼白根篤史准教授（量子ナノエレクトロニクス研究コア）　市販半
導体を用いてデータ電力同時伝送可能なミリ波帯フェーズドア
レイ無線機の開発に成功 （2024年6月18日）

▼寺田暁彦准教授（都市防災研究コア）　火山研究への取り組みが
メディアで紹介 （2024年9月27日）

▼李尚曄助教（電子機能システム研究コア）　5Gミリ波とBeyond 
5G無線通信を加速する広入射角・広帯域電波吸収体を開発
 （2024年11月7日）

▼藤澤克樹教授（デジタルツイン研究ユニット）　世界初、スーパー
コンピュータ「富岳」を用いてグラフ解析性能200 TeraTEPSを
突破 （2024年11月21日）

▼中川茂教授（量子ナノエレクトロニクス研究コア）　シリコンフォト
ニクスによる光のスキルミオン生成に成功 （2024年11月22日）

▼中本高道教授（知能化工学研究コア）　ケモインフォマティックス
を用いた香りの自動創作 （2025年1月17日）

人事
【配置換】
DOBROIU Adrian（2024年8月1日）
　量子ナノエレクトロニクス研究コア・特任助教
　旧）工学院・特任助教
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皆様の御意見をお待ちしております。
皆様から寄せられた御意見をもとによりよ
いものを目指して改善をしていきたいと思
います。投書については記名・無記名，どち
らでも結構です。掲載については御一任お
願いいたします。FIRST NEWS がご不要
な方・受取先を変更されたい方は，お手数で
すが下記までご連絡をくださいますようお
願い申し上げます。

E-mail：first-web@first.iir.titech.ac.jp

Fax：045(924)5977　　　
広報委員会委員長　金 俊完  宛

未来産業技術研究所HP

▲

【昇任】
伊藤　浩之（2024年7月1日）
　電子機能システム研究コア・教授
　旧）電子機能システム研究コア・准教授
横井　俊之（2024年7月1日）
　ナノ空間触媒研究ユニット・教授
　旧）科学技術創成研究院・准教授
鈴木　左文（2024年8月1日）
　量子ナノエレクトロニクス研究コア・教授
　旧）工学院・准教授
小尾　高史（2024年9月1日）
　情報イノベーション研究コア・教授
　旧）情報イノベーション研究コア・准教授

【退職】
大山　永昭（2024年12年14日）
　情報イノベーション研究コア・特命教授
Babu Dayal Padullaparthi （2024年12月31日）
　フォトニクス集積システム研究コア・特任教授
松尾　剛（2024年12年31日）
　ものつくり基盤技術・社会実装研究コア・特任准教授
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